
国
際
交
流

★
海
外
留
学
奨
学
生

　海
外
留
学
奨
学
生
と
し
て
９
月
か
ら
１

年
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
工
科
大
学（A

ra

）
に
留
学
中

の
法
学
科
2
年
生
・
間
佐
古
楓
さ
ん
に
お

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

◆
現
在
の
状
況

　学
年
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
で
す
が
、

A
ra

で
は
所
属
す
る
集
中
英
語
コ
ー
ス
で
留

学
早
々
10
月
のStudent of the M

onth 
A

w
ard

に
選
ば
れ
、
こ
れ
が
自
信
と
な
り

積
極
的
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

先
生
だ
け
で
な
く
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
も
会

話
が
少
し
ず
つ
弾
む
よ
う
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
か
な
り
頼
ら
れ
て
い
る
か
な
、
と

感
じ
て
い
ま
す
。

◆
留
学
に
つ
い
て

　中
学
生
の
頃
か
ら
憧
れ
て
い
ま
し
た

が
、
高
校
の
修
学
旅
行
で
の
初
め
て
の
海

外
渡
航
が
大
き
な
き
っ
か
け
で
し
た
。
留

年
の
可
能
性
も
あ
る
1
年
留
学
で
す
が
、

英
語
力=

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
異
文
化
や
さ
ま
ざ
ま

な
価
値
観
に
触
れ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
輪
を
拡
げ
た
い
、
と
い
う
目
標
が
あ
り
、

母
親
、
友
人
、
高
校
時
代
の
塾
の
先
生
と

い
っ
た
方
々
に
背
中
を
押
さ
れ
決
断
し
ま

し
た
。
留
学
後
は
日
本
語
、
英
語
ど
ち
ら

で
も
自
分
の
言
葉
で
自
信
を
持
っ
て
意
見

を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
今
ま

で
挑
戦
し
た
こ
と
の
な
い
分
野
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

◆
英
語
の
準
備

　実
用
英
語
技
能
検
定
や
T
O
E
I
C
向

け
の
4
技
能
対
策
、
留
学
直
前
に
2
ヶ
月

間
通
っ
た
英
会
話
ス
ク
ー
ル
な
ど
。
今
回

の
留
学
で
I
E
L
T
S
※
取
得
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

◆
N
Z
で
の
生
活

　思
っ
て
い
た
ほ
ど
言
い
た
い
こ
と
が

さ
っ
と
言
え
な
い
、
聞
き
取
れ
な
い
と
い

う
壁
に
当
初
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
が
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
簡
単
な
会
話
を
交
わ

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、

バ
ス
が
定
刻
に
来
な
い
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

全
く
な
い
こ
と
な
ど
は
衝
撃
的
で
し
た
。

◆
留
学
を
考
え
て
い
る
方
へ

　少
し
で
も
留
学
に
興
味
が
あ
れ
ば
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
損
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
な
か
な
か
な
い
経
験
で
す
し
自
発
性

も
問
わ
れ
ま
す
が
、
伝
え
た
い
こ
と
が
う

ま
く
伝
わ
っ
た
時
や
成
長
が
実
感
で
き
た

時
の
感
動
は
か
な
り
の
も
の
で
す
。

　着
々
と
我
が
道
を
行
く
印
象
の
間
佐
古

さ
ん
。
将
来
が
楽
し
み
な
学
生
で
す
。

※
I
E
L
T
S
： 

イ
ギ
リ
ス
を
中
心
に
進
学
、

移
住
の
際
の
英
語
力
評
価
に
使
わ
れ
て
い
る
。

か
ん  

さ   

こ

法学科２年生の間佐古 楓さん

（左端）を紹介します。

かん  さ   こ

Student of the Month Award
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■ 2020年度　学部入試日程一覧
入試制度

出願期間
試験実施日 合格発表開始 終了

（最終日消印有効）窓口受付日
※1

一
般
入
試

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
利
用
入
試

Ａ日程
前期

12月23日(月)

1月18日(土) 1月20日(月) 1月23日(木)1月24日(金) 2月1日(土)

Ａ日程
後期 1月30日(木) 1月31日(金) 2月2日(日) 2月7日(金)

Ｂ日程 1月21日(火) 2月14日(金) 2月15日(土) 2月18日(火)2月19日(水) 2月23日(日)

Ｃ日程 2月12日(水) 2月28日(金) 2月29日(土)
3月2日(月)

3月4日(水) 3月8日(日)

前期 12月23日(月) 1月30日(木) ー 個別学力
検査は
実施

しません。

2月7日(金)

後期 2月12日(水) 2月28日(金) ー 3月8日(日)

 

入試制度
出願期間

試験実施日 合格発表開始 終了
（最終日消印有効） 窓口受付日

帰国生徒・
外国人生徒
試験 期

後 1月14日(火)

外国人
留学生
試験

期
後 1月14日(火)

AO入試 ３月 2月25日(火)

ファミリー
入試※2 ３月 2月25日(火)

1月27日(月) ー

1月27日(月)

3月6日(金)

3月6日(金)

ー

3月7日(土)

3月7日(土)

2月18日(火)

2月18日(火)

3月11日(水)

3月11日(水)

2月23日(日)

2月23日(日)

3月12日(木)

3月12日(木)

【お問い合せ先】帝塚山大学 入試課 
Tel 0742 -48 -8821（直通）　　nyushi@jimu.tezukayama-u.ac.jp※1 願書の窓口受付は奈良・東生駒キャンパス入試課でのみ受付けます。

（平日）9:00 ～ 17:00　（土曜日）9:00 ～ 13:00

※2 学校法人帝塚山学園が設置するいずれかの学校（幼・小・中・高・大・大学院と短大）の卒業生
もしくは在校生、在学生の 2 親等以内の親族（兄弟姉妹、子、孫など）を対象とした入試です。
詳しくは入試課までお問い合せください。

心理科学研究科 心理科学専攻（心理学専修・臨床心理学専修）

Tel

人文科学研究科 日本伝統文化専攻
〒631-8501　奈良市帝塚山7丁目1-1

 0742-48-8150［教学支援課（文学部）］

〒631-8585　奈良市学園南3丁目1-3
 0742-41-4720［教学支援課（心理学部）］

Tel  

お問い合せ先
■ 2020年度　大学院入試日程一覧

出願期間 1月24日(金)～1月31日(金)
締切日消印有効

博士前期課程・博士後期課程

選考日程 2月13日(木)※ 合格発表 2月20日(木)
※選考方法等については、右記までお問い合せください。

特集
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クラブ・サークル活動
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多摩大学との大学連携

02
04
06
08
10
11

就職支援の取り組み
後援会（在校生保護者）の皆様へ
卒業生紹介
帝塚山 NEWS＆TOPICS
クローズアップニュース
お知らせ・イベントニュース

12
13
15
16
18
19

本学初！！トビタテ！留学JAPANに採用（詳細はP.2に掲載）

【特集】
世界へトビタテ！帝塚山大生
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ドラゴンボートをはじめたきっかけは？
　アルバイト先でドラゴンボートの副代表をしている方から、
私が熊本県の高校に野球推薦で進学し野球をしていたこともあ

り、誘われたのがきっかけです。
　チームは日本一の経験があり、海外でも試合をするなど、高いレ
ベルでスポーツができ、なおかつ試合以外でもユーモア溢れる人が
たくさんいるから始めてみたらという誘いを受けましたが、最初はマ
イナー競技ということもあり、正直そんなにすごくないだろうと考え

ていました。練習だけでも少し見てみようと軽い気持ちで参加したところ、全く漕ぐことができず、そこ
で私の負けず嫌いな性格が触発されました。また、日本代表選手や社会人経験のある選手が多く在籍
していることから、たくさんの刺激を受けることができる環境に魅力を感じてドラゴンボートを始めました。

実際に活動した感想は？
　はじめの頃はチームの選手に追いつけ追い越せの気持ち
で人一倍努力しました。

　その甲斐もあって、チームの右先頭というポジションでチーム
を牽引していく選手にまで成長することができ、日本代表強化
指定選手に選出されることができました。
　野球とは違い、何が正解なのかというものが少なく、自分自
身で試行錯誤しながら答えを導き出していく点にドラゴンボート
のほかとは違った面白さがあります。そのほかにも、社会の中
でも会社を牽引していく立場にいる人も多く、とてもよい環境で過ごすことができました。
　日本選手権優勝や、スモール日本選手権優勝、海外ではコリアオープン200m優勝、アジア選手権
総合５位、ハンガリーなどの格上相手に競り勝ち世界選手権９位という成績を残しました。

今後の展望について教えてください
　まずは消防官として精一杯務める中で、空いた時間を上手く利用して、ドラゴンボートと付き合っていくつもりです。近年、世界とのレベルの差は少しずつ
縮まってきていますので、世界でも活躍できるチームや選手に成長し、日本でのドラゴンボートの発展に貢献していきたいです。

アジアオリンピックなどの競技にも選ばれる可能性があるので、日本代表として、日の丸を背負って世界と戦っていけるように、実績を残すことが現在の目標です。

独立行政法人日本学生支援機構が推進する令和元年度後期（第11期）官民協働海外留学支援制度～トビタテ！留学JAPANの略称であり、このたび現代生活学部こども学科４年の吉
岡知美さんが、厳正なる審査の結果、見事採用されました。これは、本学にとって初の快挙となります。
本制度は、企業インターンシップや学生自らが立案したプロジェクト等、「実践活動」に焦点を当てた留学を推奨することにより、多様な経験と自ら考え行動できるような体験の機会を
提供し、多様な経験を積んだ個性あふれる留学生のネットワークを形成することで、学生自らの情報発信活動を通じ、海外留学の機運の更なる醸成に寄与することも狙いとされています。特集

IMADE SOUICHI

今出 壮一さん
法学部法学科 ４年

留
学
中
も
変
わ
ら
な
か
っ
た

「
子
ど
も
が
好
き
！
教
え
る
こ
と
が
楽
し
い
！
」

と
い
う
気
持
ち
が
日
々
を
充
実
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た

留
学
中
も
変
わ
ら
な
か
っ
た

「
子
ど
も
が
好
き
！
教
え
る
こ
と
が
楽
し
い
！
」

と
い
う
気
持
ち
が
日
々
を
充
実
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た

世
界
で
活
躍
で
き
る
選
手
を
め
ざ
し
、

日
本
で
の
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す

世界へトビタテ！帝塚山大生

Q

Q

Q

A

A

A

参加を決めたきっかけは？
　参加を決めたきっかけは３つあります。１つ目は、
私は現在３年生になりますが、国内外問わずイン

ターンシップに一度も参加したことがなかったので、ど
のようなものかを実際に経験してみたいと思いました。
２つ目は海外、特に発展途上国に大変興味があった
からです。これまで海外へ行ったことがなく、発展途
上国の現状を実際に見てみたいと思い、今回のマレーシアにも参加を希望しました。そし
て最後に、自分自身の成長につながると思ったからです。学生生活も３年が過ぎ、普段と
は違った環境で自分自身をさらに成長させたいという思いが強かったからです。

活動を終えた感想は？
　海外インターンシップはとても楽しく、他大学
の学生と共に過ごすことで、自分の中での意識レ

ベルが大きく変わりました。また、初めての海外とい
うこともあり、宿泊していたホテルも豪華で屋上にプー
ルやジャグジーがあるなど、都心部にある高層ビルで
夢のような時間を過ごしました。しかし、その恵まれ
た環境の中、与えられた時間内で最終的に難易度の

高いプレゼンテーションをしなければなりません。研修の前半にあたるマレーシアでは、ダ
ラダラと先送りにしてしまった結果、時間を有効活用できずに挙句には睡眠時間も短くなる
など、不十分な状態で挑みました。後半の東京で行われた研修ではその反省を生かし、
時間の有効活用や研修に対する積極的な姿勢など、自分自身の意識レベルがインターン
シップに参加する前と比べ格段に変わっていることに気づきました。

今後の展望について教えてください
　具体的にはまだ決めていませんが、残りかぎられた学生生活の中で自分の興味のあるインターンシップに参加して学びたいと思っています。例えば、イオ
ン銀行のような新しい銀行ビジネスを行う企業やビッグデータを用いた事業戦略を行う企業、そしてエグゼクティブアシスタントという職業にも興味があるので、

　これらをインターンシップ等で経験したいと思います。
　今後海外で働いてみたいという気持ちは今のところないのですが、今回海外インターンシップに参加したことで、働いていく上で英語や中国語などの外国語を
話せるグローバルな人材は不可欠であると強く感じたので、自分もそういった人材になれるよう今後も努力していきたいと思います。

SUGIHARA TAKATO 

杉原 隆斗さん
経済学部経済学科 ３年

SAKAGUCHI TATSUYA 

坂口 達哉さん
経済学部経済学科 ３年

今
後
働
い
て
い
く
上
で

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
は

不
可
欠
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た

Q

Q

Q

A

A

A

海外
OVERSEAS

Internship

参加を決めたきっかけは？
　海外で株式を上場している日本企業イオンクレジットサービス（マ
レーシア）に参加を決意したのは、まず海外で働くということが実際

にはどのようなものなのかや日本との違いを自ら体験したいという思いが
あったからです。何よりも海外に行った経験がなかったこともあり、卒業後
の進路を考える中で海外展開を目指す企業への就職も視野に入れると、イ
ンターンシップに参加することが自分自身にとって非常に良い経験になると
確信しました。

活動を終えた感想は？
　実際に現地に行くと、発展
途上国であるマレーシアを肌で

感じることができました。マレーシ
アの国教はイスラム教ということもあ
り、利子という考えが良しとされな
い社会において、マレーシアの金融
はどのようにして利益を得ているの
かを学ぶことができました。

　現地での企画なども実際に計画し、英語によるプレゼンテーションも行
いました。グループワークにおいては、自分の役割を考え、できることを全
力で取り組む姿勢を身につけることができたと感じています。また、グルー
プワークの中で時間配分や役割分担をしっかり行ったことで、社会にとって
効率化の必要性についても学ぶことができました。

今後の展望について教えてください
　今回インターンシップで得た経験を生かし、今後は国際的に活躍するためにまずは語学力をさらに向上させて
いきたいと考えています。また、自主性を持ちながらもグループワークでは協調性も大切であると実感しました。

時間を有意義に使うためにタイムスケジュールなど計画性を持つことや、人材に合わせた適正な役割分担を行うこと
に努めていきたいと考えています。

自
主
性
を
持
ち
な
が
ら
も

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は

協
調
性
も
大
切
で
あ
る
と
実
感

Q

Q

Q

A

A

A

海外インターンシップ（イオン銀行）に参加
参加を決めたきっかけは？
　小学校教員になるにあたり、第二言語教育を学
び、将来の指導に生かすため、そして海外での生

活を通して人間としての幅を広げるために参加しました。
　2020年から始まる小学校での外国語指導に向けて、
第二言語教育が盛んなオーストラリアを選びました。

活動を終えた感想は？
　学校でのインターンは言
葉の面や、慣れない環境

であるということもあり、簡単で
はありませんでした。しかし、
子どもが好きだと言う気持ち、
教えることの楽しさは変わるこ
とはなかったです。日に日に子
どもたちと交わす言葉も増え、
充実した日々を過ごすことがで

きました。この体験を通して、先生という仕事が楽しくて、やりがいのある
ものだと改めて感じました。また海外の学校(小学校・中学校・高校)を見て、
日本との違いをたくさん見つけることができて毎日が勉強でした。
　学校の生活だけではなく、ホー
ムステイ先でも文化の違いがたく
さんありました。それらを自分も
体験することが楽しくて、できる
ならもっとたくさん見つけ、体験し
たかったなと思います。

留学希望の後輩に向けてメッセージ
　今まで私は２回の留学を経験しましたが、どちらも充実していて、とても楽しかったです！
見たことがない食べ物を試したり、いろいろな国の人と友達になったり、人生の中で１番楽しい時間を過ごしました！

毎日新しい発見があり、ワクワクすることがたくさんあるので、ぜひ一度挑戦してみてください！

YOSHIOKA TOMOMI 

吉岡 知美さん
現代生活学部こども学科 ４年

Q

Q

Q

A

A

A

本学初！！ トビタテ！留学JAPANに採用

海外インターンシップ（イオン銀行）に参加 ドラゴンボート日本代表指定強化選手に選出

トビタテ！
留学JAPANとは…
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多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
形
式
の

授
業
経
験

　「
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
授
業
形
態
」

に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、最
も
多
か
っ
た
の
は「
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
協
同
作
業
を
す
る
授
業
」で
、

65
･
５
％
の
学
生
が
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答

し
ま
し
た
。
次
い
で
、「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
発

表
）の
機
会
を
取
り
入
れ
た
授
業
」（
61
･
７
％
）、「
提

出
物
に
教
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
て
返
却
さ

れ
る
授
業
」（
49
･
７
％
）
の
順
に
多
く
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。ま
た
、今
回
、新
規
の
設
問
項
目
と
し
て
、

「『
T
A
L
E
S
』
を
使
っ
た
授
業
」
に
つ
い
て
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
33
･
９
％
の
学
生
が
、
経
験
が
あ
る
と

回
答
し
ま
し
た
（

）。「
T
A
L
E
S
」
は
本
学

の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
で
、

講
義
資
料
の
配
信
、
小
テ
ス
ト
の
出
題
、
レ
ポ
ー
ト

提
出
な
ど
の
機
能
を
備
え
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
形
式
の
授
業
で
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
学
生

の
自
主
学
習
ツ
ー
ル
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
形
式
の
授

業
を
全
学
的
に
推
進
し
て
お
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型

学
習
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、学
生
の
能
動
的
な
学
習

を
促
す
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。今
後
も

学
生
に
様
々
な
学
び
の
機
会
を
提
供
し
、自
ら
主
体

的
に
考
え
、行
動
で
き
る
力
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

自
主
的･積
極
的
な
高
い
学
習
意
欲

　「
大
学
の
授
業
に
普
段
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
か
」を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
学
習
行
動
に

お
い
て
も「
あ
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
学
生
の
割
合

は
全
国
平
均
よ
り
高
く
、
本
学
に
は
学
習
意
欲
の
高

い
学
生
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

調
査
と
比
べ
て
も
全
体
的
に
数
値
が
高
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
項
目
別
に
見
る
と
、「
授
業
で
わ
か
ら
な
か

っ
た
こ
と
は
、
自
分
で
調
べ
る
」（
76
･
8
％
）、「
授

業
で
興
味
を
も
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
自
主
的
に
学
習

す
る
」（
68
･
9
％
）、「
授
業
と
は
関
係
な
く
、
興
味

を
も
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
自
主
的
に
学
習
す
る
」

（
67
･
2
％
）
と
い
う
学
生
の
取
組
姿
勢
・
態
度
が
上

位
に
挙
が
り
ま
し
た（

）。
大
学
と
し
て
、
こ

の
よ
う
な
学
生
の
学
習
意
欲
を
維
持
し
、
高
め
て
い

く
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

改
善
を
見
せ
る
授
業
時
間「
外
」の
学
習
時
間

　「
授
業
開
講
期
間
中
１
週
間
あ
た
り
の
授
業
時
間

外
の
学
習
時
間
」に
つ
い
て
、71
･
７
％
の
学
生
が「
５

時
間
以
下
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
全
国
的
に
学
習
時

間
が
少
な
い
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
学
で

も
同
様
に
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
経
年

的
に
見
る
と
僅
か
ず
つ
で
は
あ
る
も
の
の
、「
６
時

間
以
上
」
の
学
生
の
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
３

割
弱
の
学
生
が
「
６
時
間
以
上
」
勉
強
し
て
い
る
と

回
答
し
て
い
ま
す
（

）。

　
本
学
で
は
、
授
業
内
外
で
の
学
生
の
学
び
を
支
援

す
る
た
め
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
例
と

し
て
、
東
生
駒
と
学
園
前
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置

し
て
い
る
学
習
支
援
室
で
は
、
全
学
生
に
対
し
専
任

ス
タ
ッ
フ
が
、
大
学
で
の
勉
強
法
に
関
す
る
こ
と
や

資
格
・
就
職
試
験
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
学
び
に
関
す
る

様
々
な
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
調
査

で
は
低
学
年
次
ほ
ど
授
業
時
間
外
の
学
習
時
間
が
短

い
と
の
結
果
も
出
て
お
り
、
１
、
２
年
次
に
資
格
取

得
を
奨
励
す
る
な
ど
、
学
生
が
学
習
習
慣
を
身
に
つ

け
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
自
習

施
設
と
し
て
学
生
が
自
由
に
利
用
で
き
る
P
C
室
の

開
放
や
、
前
述
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
教
育
支
援

シ
ス
テ
ム「
T
A
L
E
S
」の
活
用
な
ど
、ソ
フ
ト
面
、

ハ
ー
ド
面
の
両
方
か
ら
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
学
生
の
学
習
時
間
の
確
保
、
さ
ら
に
は
単
位

制
度
の
実
質
化（
K
e
y 

W
o
r
d
参
照
）に
向
け
、

継
続
的
に
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

学
生
の
成
長（
実
感
）に
課
題

　「
こ
れ
ま
で
身
に
つ
い
た
と
思
う
力
や
知
識
」
に

つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
上
位
３
項
目
は
、
主
体

性
（
44
･
4
％
）、
実
行
力
（
30
･
8
％
）、
計
画
力

（
25
･
2
％
）
で
、
昨
年
の
上
位
３
項
目
「
主
体
性
・

実
行
力
・
傾
聴
力
」か
ら
若
干
変
動
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
下
位
３
項
目
は
、
外
国
語
（
6
･
6
％
）、
発

信
力
（
15
･
3
％
）、Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
（
16
･
3
％
）
で
昨

年
と
順
位
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
や
や
数
値
が
下

が
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
（

）。
本
調
査
は
大

学
で
の
学
び
を
始
め
た
ば
か
り
の
１
年
生
を
含
ん
で

い
る
ほ
か
、
あ
く
ま
で
学
生
の
主
観
に
よ
る
回
答
を

基
に
し
て
い
る
た
め
、
実
際
に
学
生
が
ど
の
程
度
の

力
・
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
、
こ
れ
だ
け
で
は

判
断
で
き
ま
せ
ん
が
、
学
生
の
成
長
実
感
も
含
め
て

教
育
内
容
・
方
法
の
改
善
方
策
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

高
ま
る
帝
塚
山
大
学
へ
の
満
足
度

　「
帝
塚
山
大
学
に
満
足
し
て
い
る
か
」
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
満
足
し
て
い
る
」「
ま
あ
満
足
し
て
い
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
合
計
75
･
1
％
で
昨
年
よ
り
や

や
増
加
し
、
帝
塚
山
大
学
に
対
す
る
学
生
の
満
足
度

の
向
上
が
見
ら
れ
ま
し
た
（

）。

　
一
連
の
学
習
行
動
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
蓮
花

一
己
学
長
か
ら
は
「
数
値
の
改
善
が
見
ら
れ
た
も
の

が
あ
る
一
方
で
、
課
題
も
依
然
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
年
的
に
調
査
を
実
施
し
、
学
生
の
意
識
や
行
動
の

変
化
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
本
学
の
教
育
研
究
活
動

の
適
切
性
を
点
検
・
評
価
し
、
継
続
的
な
改
善
活
動

に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
本

学
が
標
榜
す
る
『
実
学
の
帝
塚
山
大
学
』
を
念
頭
に
、

学
生
が
本
学
に
入
学
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う

な
大
学
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

　
紙
面
の
都
合
上
、
全
て
の
設
問
を
掲
載
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
抽
出
さ
れ
た
テ
ー

マ
や
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
、
大
学
と
し
て
さ
ら
に

検
証
を
重
ね
、
改
善
へ
と
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
10
月
に
開
催
し
ま
し
た

保
護
者
教
育
懇
談
会
・
就
職
説
明
会
に
お
き
ま
し
て

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
数
の
保
護
者
の
皆
様
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重
な
ご
意
見
は
、
本
学

の
教
育
お
よ
び
学
生
支
援
の
充
実
・
改
善
策
の
た
め

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
・
・
・
・
・

・

・ ・・ ・ ・ ・ ・

図
１

図
2

図
３

図
４

図
５

学習行動調査実施概要

学
習
行
動
調
査
か
ら
み
る
帝
塚
山
大
学
生

※ IRとはInstitutional Research（イン
スティチューショナル・リサーチ）の略
称で、大学の教育・研究などに関する
情報の収集・分析を通して、大学の経
営に関する意思決定や、教育の改善の
ための計画策定などの支援を行うこと
を指します。

前期は２年生以上の在学生、後期
は在学生全員を対象。webによる
各期の授業科目の履修登録画面に
アンケート設問が自動表示され、
その場で入力。

【前期】2,582名　98.2％
（男子1,348名・女子1,234名）

【後期】3,395名　94.0％
（男子1,774名・女子1,621名）

※回答率は５月１日時点での在籍者数を分母としている。

回
答
者
数
・
率

　帝
塚
山
大
学
で
は
、
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
大
学
生
活
４
年
間
を
通
し
て
、
学
生
を
対
象
と
し
た
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
を
定
期
的
に
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
教
育
活
動
・
学
生
支
援
の
改
善
に
生
か
す
べ
く
Ｉ
Ｒ
※
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
取
組
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
在
学
生
を
対
象
に
、

毎
年
度
、
前
期
・
後
期
そ
れ
ぞ
れ
の
履
修
登
録
期
間
中
、
学
習
経
験
や
学
習
時
間
、
大
学
の
学
び
で
身
に
つ
い
た
力
・
知
識
等
を
尋
ね
る「
学

習
行
動
調
査
」を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
特
集
で
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
分
析
し
、
導
き
出
さ
れ
た
課
題
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
今

後
の
教
育
内
容
・
方
法
や
学
生
支
援
策
の
改
善
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

IR REPORT
Research

■
大
学
で
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
授
業

■
授
業
時
間
外
の
学
習
時
間

■
帝
塚
山
大
学
へ
の
満
足
度

■
こ
れ
ま
で
身
に
つ
い
た
力
・
知
識

■
授
業
へ
の
取
組
姿
勢
・
態
度

アクティブ・ラーニングの一環としてプレゼンテーションを取り入れた授業を行っています。

　日本の大学教育は単位制度を基本としており、大学設置基準により
１単位あたり45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標
準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に
必要な学修を考慮して、各大学において定めるとされています。１単位
あたり45時間の学修時間は、事前の準備学修（予習）・授業・事後の
展開学修（復習）を合計したものとなっています。こうした単位制度を
実質化するために、学生は、単に大学の教室で授業を受けるだけでなく、
教室外での自主的な学修（学習）を行うことが求められます。

Key Word 単位制度の実質化とは？

令和元年度前期「学習行動調査」

令和元年度前期「学習行動調査」
（参考）ベネッセ教育総合研究所「第3回 大学生の学習・生活実態調査報告書」 2016年

■ これまで大学で経験したことのある授業（複数選択可）    図 1
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■ 授業への取組姿勢・態度（複数選択可） 図 2

0 時間 6 時間以上1～5 時間

■ 授業開講期間中の１週間あたりの授業時間外の学習時間
（ひとつ選択）

図 3

令和元年度後期「学習行動調査」
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ディスカッションの機会を取り入れた授業
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教室外で体験的な活動や実習を行う授業

上級 生や下級 生とやりとりがある授業

「 T A L E S 」 を 使 っ た 授 業

授業でわからなかったことは自分で調べる

授業で興味をもったことについて自主的に学習する

授業とは関係なく、興味をもったことについて自主的に学習する

グループワークやディスカッションで自分の意見を言う

自 分 の 意 思 で 継 続 的 に 学 習 す る

授業でわからなかったことは先生に質問する

授 業 の 復 習 を す る

授 業 の 予 習 を す る
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■ 帝塚山大学への満足度（ひとつ選択） 図 5

令和元年度後期「学習行動調査」
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■ これまで身についたと思う「力」や「知識」（複数選択可） 図 4

令和元年度後期「学習行動調査」
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梅乃宿酒造の「蔵開き」イベントに参加しました

　文化創造学科の専門科目「地域・まちづくり演習B」（担当：河口充勇教授）
では、奈良の代表的な伝統産業の一つである清酒製造業の歴史と現状を学
んでいます。学生たちは地域・まちづくりとのかかわりを意識しながら、伝
統産業の課題と今
後の可能性について
調査・研究しており、
受講生13名は本学
卒業生が代表を務
める梅乃宿酒造株
式会社（葛城市）の

「蔵 開き」イベント
（蔵見学＋地元の飲
食 店を集めての食
フェス）に参加して
フィールドワークを
行いました。

［帝塚山大学大学院より］

CAMPUS REPORT

建設現場の見学に行きました

　大阪の中川企画建設株式会社との連携により３年生約10名が、実際の建
設現場を見学しました。３年生は既に就職準備に入っており、その流れの
中で、実際の施工の仕事を知ることが目的です。現場は13階建ての大規模
な集 合 住宅で、それを
統括する現場所長は本
学科の卒業生で１級 建
築士の百中進さん（2008
年度卒 ）でした。やりが
いを感じる時や大変なこ
となど、学生達の多くの
質問にも丁寧に答えてい
ただき、貴重な体験とな
りました。

金融実務講座を実施しました

　金融庁による金融実務講座「金融リテラシーとライフデザイン」を実施しま
した。法学部での学びが金融の各業界でどのように役立つのかを知り、さら
なる法学の学びへとつなげることを目的とする講座です。ライフプランニング
から資産形成、金融トラブルへの対応に至るまで詳しく説明していただき、
今後の人生にとっても
役 立 つ 内 容 で し た。
金融実務講座ではこ
のほか奈良県銀行協
会による銀行編、日本
証券業協会による証
券編、日本銀行大阪
支店の現地見学会も
行われました。

現代生活学部 食物栄養学科

大学院生が関西心理学会第131回大会で口頭発表！

　関西心理学会第131回大会が大阪教育大学天王寺キャンパスで開
催され、本学大学院心理科学研究科の大学院生が口頭発表を行いま
した。研究テーマは、「対人ストレス認知と自己・他者受容」「ストレス
と共感的コミュニケーション」「被拒絶感と社会的スキル」「反芻・省
察による睡眠状態」「筆記による自己開示」と多岐にわたっており、日頃、
積み重ねてきた研究成果を発表することができました。大学院生たち
は、緊張しながらも
立派に発表し、フロ
アからの厳しい質疑
にも堂々と答えてい
ました。さらに、今
回は学部 学 生も意
欲 的に参 加し、研
究への思いを強く感
じたようです。

心理科学研究科 心理科学専攻
大学院生が法隆寺で留学生向けのガイドをしました

　奈良県内の大学・短期大学が参加する「奈良地域留学生交流推進
会議」で、本学大学院人文科学研究科博士前期課程の冨島健司さん

（考古学ゼミ）が法隆寺のガイドを務めました。冨島さんは斑鳩地域
をフィールドに研究を進めており、自身の研究とも関連させながら、
法隆寺の見どころや大陸からの影響などを説明しました。留学生の大
部分は法隆寺を訪れるのが初めてだったようで、冨島さんの解説を興
味深く聞いていま
した。
　大学院生たちは
日ごろの研究活動
を通じて得た知見
を広く社会に還元
していくことにも力
を入れています。

人文科学研究科 日本伝統文化専攻

文学部 文化創造学科
心理学部１年次必修科目の心理学基礎演習Ⅱでは、
発達障害について学びました！

身近な事例でマーケティングを学びます

　特殊講義（ケーススタディ）は、事例を中心にマーケティングを学ぶ授業
です。毎回テーマに沿った事例を用いており、ネスレ日本のキットカット、
ファーストリテイリング（ユニクロ）のヒートテックなど学生にとって身近な事
例を 通してマーケ
ティングを学びます。
ディスカッションの
時間を多く設けてお
り、現 場で 直 面す
る課題や解決に至
る経緯などを話し合
うことで、マーケティ
ングに関する実践的
な知識を身につける
ことができます。

経済経営学部

現代生活学部 居住空間デザイン学科

マスオグループ代表取締役社長・増尾朗氏による
講演会を開催しました

文学部 日本文化学科

C
LOSE UP

　帝塚山学園同窓会との連携企画として、マスオグループ代表取締
役社長の増尾朗氏をお招きし、「“ならまち”とともに165年」というタイ
トルで講演会を開催しました。増尾氏からは、安政元年（1854年）
創業の砂糖傳増尾商店の歴史を紐解きながら、「ならまち」の商家の
くらし、「お客様が何を求めているか」を第一に考えながら新たな商品
開発に取り組んでいることなどをお話いただき、「大学での学びを通じ
て社会に貢献できる人材になってほしい」と本学学生への期待を述べ
てくださいました。講演後も学生の質問に個別に対応いただき、充実
した講演会となりました。

「４ステップで認知症予防マスター」を開催しました

C
LOSE UP

　石塚理香教授ゼミでは、奈良シニア大学の高齢者を対象とした、認知症予防教室を開催しま
した。認知症重症化予防のための運動（コグニサイズ；cognition〔認知〕とexercise〔運動〕の造語）、
食事で認知症予防、オーラルフレイル（咀嚼・えん下力の低下）予防など、それぞれのテーマに沿っ
て運動や栄養についての指導を行いました。学生は健康教室の企画運営を通し、これまでに修
得した食に関わる企画立案力や知識を生かす場となり、大きく成長することができました。

心理学部 心理学科
小学校教育実習で研究授業を行いました

　３年生の多くは、９月に小学校や幼稚園において教育実習を行いました。
小学校で教育実習を行った学生は、それぞれの学校で研究授業を行うため、
指導案を作り、担任の先生にご指導いただき、教材やワークシートを作成し
たり、動画を用意した
りと準備して授業に臨
みました。一生懸命に
教えようと頑張る実習
生とそれに応えようす
る子どもたちの姿が印
象に残りました。実習
後は「子どもたちの笑
顔 が 忘 れ ら れ な い。
充 実した毎日だった。
絶対に教師になる！」
と決 意を新たに勉強
を続けています。

教育学部 こども教育学科

法学部 法学科

　発達障害のことについては、最近になって少しずつ知られるようになりました
が、まだまだ誤解や理解不足が多いのが現状です。そこで心理学部では、奈
良県発達障害者支援センター「でぃあー」より講師の先生をお招きし、「発達
障害とは何か」についてレクチャーをしていただきました。あいまいな伝え方を
するのではなく、具体的に
伝えることの重要性など、
さまざまなことを学びました
が、実は私たちの日常生活
でも同じようなことがたくさ
んあり、発達障害が決して
特別なことではないというこ
とを知り、受講した学生は、
納得して耳を傾けていまし
た。
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１位に輝いた喜多選手

CLUB ACTIVITIES
クラブ･サークルを通して、
学内外で活躍する帝大生。
学生たちの元気な姿を
お届けします。

クラブ・サークル活動

　ソフトテニス部は、年
２回LUCENTカップや
青鳥杯などの大会に出場しています。また、青鳥杯は私たちが
主催していて、部内の団結力を高めています‼ 年に数回イベント
を行っており、合宿は勿論、ハロウィンパーティーや文化祭の模
擬店に参加するなど楽しく活動しています。

大学生活に彩を
イベントたくさん
ソフトテニス部

奈良･東生駒
キャンパス

奈良･東生駒
キャンパス

ソフトテニス

　アーチェリー部は、毎週水曜日15:00~17:00、土曜日10:00~
13:00の週２回を主な練習として活動しています。さまざまな大
学と交流を持ち、合同練習や合同合宿を定期的に行い、互いに
切磋琢磨しています。もちろん部員同士の仲もとてもよく、いつ
も和気藹 と々していて、部活に参加するのが楽しくなる部活であ
ることを自負しています。一つの目標である大きな大会で好成績
を残すことは未だ叶っていませんが、これからもさまざまな経験
を積み重ね、頑張っていきたいと考えています。

部員、みんなで和気藹々と
活動しています！！

アーチェリー

奈良･東生駒
キャンパス

奈良･東生駒
キャンパス

児童福祉ボランティア
どれみ♪

　部員は、３年～１年生合計９
人で、週２回帝塚山小学校の
体育館を借りて練習を行っています。毎年夏に行われる「関西
女子バスケットリーグ戦」に参加し、練習の成果を発揮しています。
また、月に１～２回「食トレ」を行い、練習後に自分達で米を炊
きおにぎりを握ってエネルギー補給を行います。みんなでおにぎ
りを食べることによりコミュニケーションをとる大切な時間となっ
ています。少人数ではありますが、だからこそお互いのことを良
く理解することができ、仲の良いチームを築いていくことができ
ていると感じています。

　児童福祉ボランティ
アどれみ♪は、あかね
祭で絵本の読み聞かせ
をしました。読み聞かせをする機会はあまり多くないので緊張し
ましたがとても貴重な体験となりました。また読み聞かせ以外に
もダンボールを使ったゲームやバルーンアートをプレゼントしまし
た。当日の「どれみ」ブースはたくさんの子供たちの笑顔で溢れ
ていました。今年度は、いろんな方々から声掛けがあり、様々
なイベントに参加する予定です。読み聞かせの経験も生かし、
各イベントを成功させたいと思います。

　ボランティアサークルひまわりは、
ボランティアを行うための研修やボ
ランティア先の紹介などを行ってい
ます。研修ではアドベンチャーカウ
ンセリング研修やコミュニケーショ
ンスキルアップ研修などサークルの
メンバーで意見を出しながらさまざ
まな研修を行い、ボランティア活動に参加しやすくなるようにし
ています。

奈良･学園前
キャンパス奈良･学園前

キャンパス

　学園会は、一年を通して、七夕
やハロウィンやクリスマス会など
様々な季節のイベントを企画して
います。ハロウィンでは学内を装
飾し、当日はお菓子の設置配付
を行いました。今年初の試みとして４月に軽食を準備して新入生
を対象にサークル紹介を実施し、多数の参加者がありました。
また、前期定期試験前に、流しそうめんを行い気分を盛り上げ
る企画を行い、大学生活を盛り上げる取組を行っています。

イベント企画を
積極的に！

５部夏季リーグ戦
３勝３敗

絵本の読み聞かせ

奈良･学園前
キャンパス

奈良･学園前
キャンパス

学園会

　演劇部は、４月に新入生歓迎会、
夏休み期間中に夏公演、そして一
番メインとなる虹色祭での公演があります。また、卒業生がいれば卒
業公演も行います。現在は15人で活動しており、その中のほとんどが
演劇未経験者です。演劇と言えば役者がクローズアップされがちですが、
役者が演じるための物語を書く脚本家、劇の舵取り役の演出家、役者
を照らす照明、物語に臨場感を与える音響など、裏方の仕事も大切な
役割であり、役者と共に舞台を作りあげています。皆様に楽しんでもら
えるような演劇を届けるため、私たちは日々練習を重ねています。演劇
に興味のある方やそうでない方もぜひ公演を観に来てください。

雨降って地固まる

演劇（劇団透り雨）

　華道部は、毎月第２・第
４金曜日のお昼休みに食堂の向かいにあるクラブハウスで活動し
ています。「花と慣れ親しみ、精神を向上させる」をモットーに
お花の大切さを実感しながらお花を生けています。７月には大
和未生流の夏期講習に参加しました。虹色祭では、フラワーア
レンジメントの体験を行い、多くの方に参加していただきました。
お花を生ける際には、お花の名前を教えていただけるので、お
花の知識も増えます。華道部の生け花は大学の色々な場所に配
置していますので、皆さんもぜひ鑑賞してください。

花と慣れ親しみ、
精神を向上させる

華道

新規団体
New

奈良･東生駒キャンパス 奈良･学園前キャンパス

サークル入部者募集！！ enjoy　スポーツ 気になるものがあればレッツチャレンジ！

女子バスケットボール

ボランティアサークル
ひまわり

ボランティアのための
研修などを行っています！！

奈良･東生駒
キャンパス

　フリースタイル74kg１位 金メダル喜多佳佑選手（法学部３年）。フリースタイル
79kg・グレコローマン79㎏３位 銅メダル杉原政和選手（経済学部４年）。グレコロー

マン55kg３位 銅メダル 松岡大誠選手（経
済経営学部１年）。喜多選手、松岡選手に
加え、先の大会で出場権を得た中村選手の
計３名が、年末に開催される「天皇杯・全
日本選手権大会」の出場権を得ました。
　最近の練習では、西日本学生選手権での課題を克服するために細かい状況を想定した練習メニューの
追加、そして筋力アップのための補強トレーニングも追加しています。その成果もあり、12月に開催された「西
日本学生秋季リーグ戦」で優勝し、８年ぶり１部リーグ復帰を果たしました。

　女子バレーボール部は、現在関西大学バレーボール連盟１部に所属しています。
今年度春季リーグ戦では過去最高の４位という結果を残し、今回秋季リーグ戦は
４年生にとって最後のリーグ戦になるため、優勝をかざりたかったのですが、春と
同じく４位という結果に終わりました。11月９日・10日に開催された関西インカレで
は１回戦、２回戦と順調に勝ち進むことができましたが、決勝トーナメントで千里
金蘭大学に負けてしまい、２日目に残れないというとても悔しい結果に終わりました。
11月26日から始まった全日本インカレでは目標としていたベスト８をかけて日本体育
大学と戦いましたが、結果は、27-29、27-29、22-25と善戦及ばず、ストレート
負けを喫してしまいました。来年は必ずベスト８以上になれるようにチーム全員で頑
張ります。これからも女子バレーボール部へのご声援をお願いします。

全日本インカレで惜しくもベスト8を逃す

個人戦でのメダルラッシュ

奈良･東生駒
キャンパス

１部秋季リーグ戦において６勝４敗で４位女子バレーボール

８年ぶり１部リーグ復帰レスリング

今回の 
PICK UP!
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約400人を前に堂 と々発表する谷川さん約400人を前に堂 と々発表する谷川さん

　現
代
生
活
学
部
食
物
栄
養
学
科
の
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
「
ヘ
ル
ス
チ
ー
ム
菜
良
」
は
近
鉄
百
貨
店
奈
良
店

の
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
「
ベ
ビ
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ガ
ー
デ
ン
」
に
お
い
て
、
子

ど
も
た
ち
と
と
も
に
楽
し
く
野
菜
や
果
物
に
つ
い
て
学
ぶ

「
食
べ
物
カ
ル
タ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「ヘ
ル
ス
チ
ー
ム
菜
良
」
は
、
奈
良
県
内
の
４
つ
の
管
理

栄
養
士
養
成
施
設
（
帝
塚
山
大
学
、
畿
央
大
学
、
近
畿
大
学
、

奈
良
女
子
大
学
）
の
管
理
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
た
ち
が
活
動
す
る
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で

す
。
こ
れ
ま
で
に
も
４
大
学
協
働
の
活
動
と
し
て
県
内
の
様
々
な
自
治
体
、
企
業
、
団
体
等
と
連
携
し

た
活
動
を
行
う
ほ
か
、
大
学
ご
と
に
特
色
を
生
か
し
て
学
内
外
で
さ
ま
ざ
ま
に
活
動
し
、
２
０
１
６
年

に
は
農
林
水
産
大
臣
か
ら
食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　近
鉄
百
貨
店
奈
良
店
で
は
、
今
年
度
ベ
ビ
ー
用
品
売
り
場
に
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス「
ベ
ビ
ー
ガ
ー
デ
ン
」

を
設
置
し
ま
し
た
。「
ベ
ビ
ー
ガ
ー
デ
ン
」
で
は
、
奈
良
市
と
の
連
携
の
も
と
奈
良
市
食
育
ネ
ッ
ト
に
参

加
す
る
様
々
な
団
体
に
よ
り
交
代
で
食
育
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
帝
塚
山
大
学
ヘ

ル
ス
チ
ー
ム
菜
良
へ
も
、
奈
良
市
食
育
ネ
ッ
ト
の
参
加
団
体
の
１
つ
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
協
力
の
依
頼
が

あ
り
、
今
回
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　対
象
が
未
就
学
児
と
い
う
こ
と
で
、
小
さ
な
子
ど
も
で
も
安
全
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
カ
ル

タ
の
札
は
学
生
た
ち
が
フ
ェ
ル
ト
で
野
菜
や
果
物
の
形
の
も
の
を
作
成
し
ま
し
た
。
読
み
札
も
色
や
形
、

に
お
い
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
野
菜
や
果
物
の
特
徴
を
一
言
で
表
し
た
簡
単
な
フ
レ
ー
ズ
を
み
ん
な
で
考
え

ま
し
た
。

　参
加
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
野
菜
や
果
物
の
特
徴
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
、
フ
ェ
ル
ト

で
作
ら
れ
た
野
菜
や
果
物
を
素
早
く
タ
ッ
チ
し
て
い
ま
し
た
。
一
番
た
く
さ
ん
カ
ル
タ
を
取
る
こ
と
が

で
き
た
子
ど
も
に
は
、
フ
ェ
ル
ト
で
学
生
が
手
作
り
し
た
メ
ダ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
残
念
な
が
ら
負
け

て
し
ま
っ
た
子
ど
も
に
も
野
菜
の
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　カ
ル
タ
の
終
了
後
は
、
カ
ル
タ
に
出
て
き
た
野
菜
や
果
物
の

実
物
が
登
場
。
子
ど
も
た
ち
は
野
菜
や
果
物
に
実
際
に
触
れ
て

色
や
形
、
に
お
い
な
ど
を
確
か
め
、
食
べ
物
に
親
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
学
内
の
講
義
や
実
習
で
学
ん
で
き
た
知
識
や
技
術
を
生
か
し

て
実
際
に
食
育
を
実
践
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　食
物
栄
養
学
科
で
は
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
ゼ
ミ
活

動
を
通
し
て
、
地
域
と
連
携
し
た
活
動
を
実
践
し
、
学
内
だ
け

で
は
経
験
で
き
な
い「
実
学
」教
育
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ベ
ビ
ー
ガ
ー
デ
ン
で

「
食
べ
物
カ
ル
タ
」を
実
施

お
ち
や
せ
ん
で

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施

●
食
物
栄
養
学
科
●

●
ア
ド
バ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
●

多摩大学との大学連携による各種取り組み紹介

最新の取り組み

地 域 連 携

大 学 連 携
×

　本
学
ア
ド
バ
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
所
属
の
経
営
学
部

学
生
が
、
生
駒
市
「
お
ち
や
せ
ん
」
で
、
来
店
者
に
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　「お
ち
や
せ
ん
」
は
、
近
鉄
生
駒
駅
前
ベ
ル
テ
ラ
ス
内

に
店
舗
を
構
え
、
生
駒
市
の
特
産
品
や
、
生
駒
市
で
活

躍
す
る
企
業
の
製
品
な
ど
を
扱
う
生
駒
商
工
会
議
所
直

営
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　現
在
、「
お
ち
や
せ
ん
」
で
は
、
生
駒
商
工
会
議
所
が

一
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
起
業
家
向
け
チ
ャ
レ

ン
ジ
商
品
事
業
」
に
参
加
す
る
８
事
業
者
の
新
製
品
が

テ
ス
ト
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
事
業
に
参
加
す
る
事

業
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
製
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査
を
、
本
学
の
菅
万
希
子
経
済
経
営
学
部
教
授
が
受
託
研
究
と
し
て
請
け
負
い
、
学
生
は
日

ご
ろ
の
学
び
の
成
果
を
実
際
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
で
発
揮
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

小
紫
雅
史
生
駒
市
長
も
学
生
ら
の
活
動
を
激
励
に
来
店
さ
れ
ま
し
た
。

　学
生
は
、「
お
ち
や
せ
ん
」
を
訪
れ
た
人
に
各
新
商
品
の
説
明
を
行
っ
た
う
え
で
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
こ
の
度
第
１
期
の
販
売
品
に
対
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
終
え
ま

し
た
。
こ
の
事
業
に
か
か
わ
る
中
で
、
学
生
は
「
お
ち
や
せ
ん
」
自
体
の
P
R
方
法
や
売
上
向

上
に
つ
な
が
る
具
体
的
な
施
策
を
生
駒
商
工
会
議
所
に
積
極
的
に
提
案
し
、
P
R
ツ
ー
ル
も

提
案
し
て
い
ま
す
。
11
月
に
は
、
第
２
期

の
テ
ス
ト
販
売
を
実
施
し
、
学
生
は
再
び

調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
菅
教
授
が

手
が
け
る
分
析
報
告
の
基
礎
と
な
る
デ
ー

タ
の
整
理
を
担
当
し
ま
し
た
。

　菅
教
授
は
、「
実
際
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

分
析
の
プ
ロ
セ
ス
に
学
生
を
主
体
的
に
か

か
わ
ら
せ
た
い
」、「
実
地
で
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
学
生
は
自
ら
行
動
し
ア
イ
デ

ア
を
出
せ
る
。
結
果
が
出
る
こ
と
で
、
大

学
で
の
学
び
を
自
分
の
も
の
と
し
、
将
来

社
会
で
活
躍
す
る
力
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
本
取
り
組
み
の
狙
い
を
語
っ
て
い

ま
す
。
教
員
の
研
究
成
果
と
学
生
の
学
び

で
地
域
に
貢
献
す
る
と
い
う
「
実
学
の
帝

塚
山
大
学
」
な
ら
で
は
の
事
例
で
す
。

　本
学
ア
ド
バ
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
所
属
の
経
営
学
部
学
生
は
、
今
年
４
月
よ
り
奈
良
市
に
本
社
を
置
く
フ
ジ
エ

ダ
珈
琲
㈱
と
連
携
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
屋
高
田
店
の
18
時
以
降
の
女
性
の
来
客
数
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
以
前
に
も
、
ア
ド
バ
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
フ
ジ
エ
ダ
珈
琲
㈱

は
連
携
し
、
大
学
構
内
で
採
れ
る
栗
を
実
際
に
使
用
し
た「
帝
塚
山
大
学
産

　栗
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
」を
開
発
し
、

奈
良
市
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
採
択
さ
れ
好
評
を
得
ま
し
た
。

　今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
学
生
は
初
め
に
オ
ラ
ン
ダ
屋
高
田
店
の
競
合
他
社
を
自
ら
設
定
し
、
フ
ィ
ー
ル

ド
の
参
与
観
察
や
定
量
調
査
な
ど
を
企
画
し
、
実
際
に
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
次
に
、
オ
ラ
ン
ダ
屋
高
田
店
の
現
在
の

利
用
客
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
基
に
議

論
を
重
ね
た
結
果
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
グ
ル
ー
プ
で
来
店
す
る
女
性
に

絞
り
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ェ
ア
の
企
画
を
提
案
し
ま
し
た
。
実
施
に

あ
た
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
の
4
P
に
基
づ
い
た
①
商
品（
見

た
目
、
味
、
演
出
）、②
価
格
、③
提
供
の
仕
方
、④
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
店
内
告
知
、
S
N
S
発
信
）と
、
あ
わ
せ
て
提
供
期
間
も
検
討
し
ま

し
た
。

　10
月
に
は
オ
ラ
ン
ダ
屋
高
田
店
に
て
試
食
会
を
実
施
し
、
学
生
た

ち
は
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
パ
ス
タ
や
石
焼
チ
ョ
コ
パ
ス
タ（
冷
製
）な
ど
、

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
の
商
品
開
発
に
関
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
学
生

毎
に
再
度
調
査
し
た
結
果
を
プ
レ
ゼ
ン
資
料
に
ま
と
め
、
オ
ラ
ン
ダ

屋
の
副
社
長
や
高
田
店
店
長
へ
提
案
し
議
論
を
深
め
ま
し
た
。
商
品

は
12
月
初
旬
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
屋
高
田
店
で
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

副
社
長
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ェ
ア
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
P
R
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
し
ま
し
た
。
学
生
ら
の
ポ
ス
タ
ー

は
す
べ
て
店
舗
の
入
り
口
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

　目
標
は
、
12
月
の
売
上
が
昨
年
度
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
で
あ
り
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ェ
ア
開
催
期
間
中
で
あ
る
１
月
に

現
地
を
訪
れ
、
実
施
す
る
戦
略
を
検
証
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
理
論
に
基
づ
い
て
実
践
し
て
、

そ
の
結
果
が
す
ぐ
見
え
る
の
で
面
白
い
し
、
社
会
に

出
て
ど
ん
な
仕
事
に
就
い
て
も
必
ず
役
立
つ
学
び
で

す
。
今
回
は
、
カ
フ
ェ
と
い
う
身
近
な
ケ
ー
ス
で
、

企
業
が
本
気
で
取
り
組
む
戦
略
に
多
く
の
学
生
の
意

見
を
取
り
入
れ
て
も
ら
い
、
学
生
た
ち
は
と
て
も
良

い「
実
学
」教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
屋
高
田
店
に
て

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

●
ア
ド
バ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
●

本学発表２チームの指導教員と学生

日置先生（地域連携推進委員）による講評

2019年度「多摩大学アクティブ・ラーニング発表祭」に
参加しました

　12月14日（土）、本学と「学術交流に関する包括
協定」を締結している多摩大学（東京都多摩市）
において2019年度「多摩大学アクティブ・ラーニ
ング発表祭」が開催され、本学の経営学部経営
学科、現代生活学部居住空間デザイン学科から２
チーム（総勢３名）の学生が参加し、発表を行い
ました。今年で11回目を迎える発表祭は、多摩
大学を中心に本学からの招待発表2チームを含む
41組の発表チームが参加しました。
　本学最初の発表は、経営学部経営学科４年の

谷川 紅葉さんが「いまこいバルシステム開発プロジェクト」を発表しました。続いて、現代生活学部居住
空間デザイン学科４年の能島 優仁さん、３年の祐岡 亜弥さんが「旧西豊小学校校舎再生プロジェクト」
を発表しました。いずれの発表も地域連携、地域貢献に関して学生たちが取り組んだ内容でした。
 　今回は多摩大学、帝塚山大学に加え、東京経済大学から小木ゼミと多摩大学併設の多摩大学目黒
高等学校、多摩大学附属聖ヶ丘高等学校からの参加があり、バラエティに富んだ内容となりました。
質疑応答も活発に行われ、互いの内容に刺激を受け、良い相乗効果が期待できる発表祭となりました。
2020年2月22日（土）には本学主催の「実践学生発表祭」を開催し、多摩大学から2チームを招待し、
活発な交流を行います。

の  じま     ゆう  と

たにかわ  くれ  は

ゆう おか   あ    や

な

　ら
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■現時点において、保護者の方は帝塚山大学に対して満足しているか

■身近に四年制大学への進学希望者がいる場合、帝塚山大学を勧めたいと思うか

満足度よりは低いものの、
７割超の保護者が
「勧めたい」と回答。

保護者の９割が帝塚山大学に
対して「満足」している。
学年では４年生の保護者の
「満足している」と回答した割
合が最も高い。

満足している やや満足している あまり満足していない（2.3％） 無回答

満足していない（1.4％）わからない

49.8％ 39.2％ 4.6％2.8％

強く思う

全く思わない（0.5％） 無回答

12.0％ 59.0％ 6.5％ 15.7％ 6.5％

思う あまり思わない わからない

　10月19日に令和元年度帝塚山大
学インターンシップ制度の体験報告
会が行われました。当日は、インター
ンシップに参加した学生から６名の
代表学生が就業体験を通して学ん
だこと、反省したこと、学生と違っ
て社会人の厳しさ、責任の重さなど
について、それぞれの感想を交えて
発表を行いました。発表後には最優秀発表者が選出され、飛世副学長（キャ
リア担当）から認定証が授与されました。その後、当日ご参加いただいた５
社の企業担当者様からインターンシップを通しての感想と発表への講評を頂
戴し、就職活動に生かして欲しいとの励ましの言葉をいただきました。

　９月18日に東生駒キャンパスにおいて、昨年に引き続き１～３年生を対象
に業界研究・会社研究を目的とした『学内インターンシップ』を開催しました。

大学との懇意企業５社のご協力のも
と、座学とグループワークを中心に
学内で「就業体験」を実施しました。
当日は100名を超える学生が参加し、
短い時間ではありましたが、企業担
当者によるレクチャーによる実際の
仕事を体感し、「仕事理解」を深め
る１日となりました。

　奈良・東生駒キャンパスにおいて
毎週水曜日に単独企業による説明
会・選考会を開催しています。この
説明会・選考会は４月後半から継
続して開催しているもので、大学の
教室で、会社説明会と１次選考会
に併せて参加できるというところに
メリットがあります。この説明会・
選考会は帝塚山大学の学生を採用することを目的に年間を通じて様々な業界
から多数の企業に参加いただいており、内定に至るケースも多くあります。
実施案内はキャリアセンター掲示等でお知らせしています。

就職支援の取り組み　　
後援会（在校生保護者）の皆様へ

保護者教育懇談会・就職説明会を開催しました

令和元年度帝塚山大学卒業式・帝塚山大学大学院修了式を挙行します

　10月20日（日）、奈良・東生駒および奈良・学園前の両キャンパスにおいて、帝塚山
大学保護者教育懇談会・就職説明会を開催しました。奈良・東生駒キャンパスでは文学部・
経済経営学部・経済学部・経営学部・法学部、奈良・学園前キャンパスでは、心理学部・
現代生活学部・教育学部に在籍する学生の保護者を対象に開催し、昨年度を大きく上回
る約275家庭から約379名の保護者の方々が参加されました。
　昨年度に引き続き、午前に保護者教育懇談会、午後からキャリアセンター主催の保護
者対象就職説明会を実施することで、教育内容から就職活動まで、保護者の方々が気に
なるポイントを一日で網羅できる企画としました。
　初めに、学部・学科別説明会及び情報交換会が各会場に分かれて実施され、学生た
ちが日頃の成果を発表するなど学部の特色に応じた企画が催されました。その後は立食
形式の懇談会が学科ごとで行われ、参加された保護者の方 と々学科の教員が軽食を取り
ながら談笑する風景が随所で見られました。
　午後からは、初めに全体会が行われ、奈良・学園前キャンパスでは蓮花学長が挨拶し、
「『教える』教員と『育つ』学生との共同作業を通じて、未来に役立つ学びを展開していき
たい」とのメッセージが伝えられました。続く就職説明会では、株式会社マイナビ副編集
長の藤原武史氏（東生駒）、丹下晴恵氏（学園前）による「近年の就職状況と保護者の
支援」と題した講演の後、内定を獲得した4年生によるパネルディスカッションが行われ
ました。内定者からは、内定先に決定した理由や、保護者から元気をもらった一言など、
就職活動を振り返っての率直な意見が出され、盛況のうちに閉会となりました。
　説明会の終了後は、保護者の方 と々の個別相談にキャリアセンターの職員が応じました。
　本学は今後も「学生への教育・支援がきめ細かい」大学をめざし、学生一人ひとりに寄
り添った教育活動を展開してまいります。

令和２年３月25日（水）13時00分開式（入場受付：12時～12時30分）
【会場】グランキューブ大阪（大阪国際会議場）

　就職活動は、学生が大学卒業後の実社会でどのような人生を歩んでいくかを考えたり、学生が本当の自立に向けて成長する良い機会でもあります。
就職活動の主役はもちろん学生本人ですが、保護者・ご家族は心の支えとなる重要な存在です。キャリアセンターでは学生が自らの意思で進路選択・
就職決定ができるよう多種多様なサポートプログラムを実施するとともに学生一人ひとりの希望やニーズを確認し、就職活動の進捗状況に合わせてきめ
細かい支援を行っています。

【保護者教育懇談会・就職説明会を開催しました】
　10月20日、奈良・東生駒キャンパスおよび奈良・学園前キャンパスにおいて保護者の方々を対象に教育懇談会
を開催、当日午後からの第二部では就職説明会を開催しました。

【学内個別企業説明会および選考会を開催しています】
　例年、３年生を対象に開講している本学独自の就職支援講座の「就職力・
自己開発ゼミナール」ですが、このたび新たに４年生の就職決定者を対象と
した就職応援企画としてプログラムを新設し、10月から開催しています。プ

ログラムの概要は①キャリアデザイ
ン ②自己理解 ③チームワーク ④
考える力 ⑤ケースワークの５本柱
で構成、卒業後、ビジネス社会に
おける新入社員としての『はじめの
第一歩』を身につけてもらうことを
目的としています。

【就職力･自己開発ゼミナールNext（4年生対象）を開講しました】

　学生時代に資格を取得することは、就職活動のみならず、さらにその先の
社会人生活においても大きく役立ちます。そのため帝塚山大学ではキャリア
センターの資格コーナーでは学生のキャリア形成や就職活動支援のためにさ

まざまな講座を開講しています。
中でもよりハイレベルな資格取得
への挑戦を支援する特別資格サ
ポート制度「Ａ制度」や5,000円の
自己負担で年間最大５講座まで受
講できる「Ｂ制度」により、負担
費用の軽減を図っています。

【資格取得や各種試験対策をバックアップしています】

【帝塚山大学インターンシップ報告会を開催しました】

【企業５社による学内インターンシップを開催しました】

　奈良・東生駒キャンパスでは、株式会社マイナビ 副編集長の藤原武史氏から、奈良・学園前キャンパスでは同、
丹下晴恵氏から「近年の就職動向と保護者の支援」 と題して講演していただきました。その後、本年度就職が決まっ
た学生によるパネルディスカッションを開催し、パネラー学生に対して、保護者から多数の質問が寄せられました。
就職活動での印象に残るエピソードや保護者からの支援で嬉しかったこと、困ったことなどを自身の経験に基づき、
学生の生の声が聴ける有意義な時間を過ごすことができました。当日参加した保護者からは、「家族の支援のポイン
トがよくわかりました」、「キャリアセンターで個別支援をしていただいていることはとても心強い」、「パネラー学生の
皆さんは学生とは思えないほどしっかりされていて感心した」といった感想が聞かれました。当日は多数ご参加いた
だき、盛況のうちに終了しました。ご参加いただいた保護者の皆様、誠にありがとうございました。
　
■ 株式会社リクルートキャリアに対する対応について
　株式会社リクルートキャリアによる『内定辞退率情報販売問題』について、帝塚山大学としましても会社として個
人情報を漏洩したこと、また、学生に不利益を与えることを予測しながら販売した会社の姿勢を重く受け止め、当
分の間、リクナビサービスを推奨することを控えることといたしました。今後は、全国私立大学就職指導研究会、
関西学生就職指導研究会の方針を参考にしながら、適宜対応していくことといたします。なお、株式会社リクルー
トキャリアのサービスを利用禁止にするわけではありませんので、個人が利用することは問題ありません。

キャリアセンターより

内定学生によるパネルディスカッション

就職講演（マイナビ藤原氏）

蓮花学長からの挨拶

アドバンス学生による成果発表

● 内定学生のパネルディスカッションは、今の就活の実情や経験
を聞くことが出来てよかったです。（学園前３年生）

● 現在の就活スケジュール等を知ることが出来て、良かったです。
（学園前１年生）

● 早い時期から何が大切で、どう動くべきか明確にわかりました。
キャリアセンターの方に手厚くご指導いただけるのは有難いです。

（東生駒１年生）

● 大学生になると、学校に行く機会が少なく学校内の様子や子
供のことが分かりにくいですが、保護者会を通して学校内や子
供のことが理解できました。（学園前１年生）

● アドバイザーの先生方や学生の方と話ができ、疑問に思ってい
ることや改善すべきことを聞くことができて良かったです。　

（東生駒１年生）
● 学科ごとになっていたので、同じ学科の保護者と話す機会にも

なってよかった。（学園前１年生）

保護者の皆様から以下のようなご意見・ご感想をいただきました（参加者アンケートより）

　文学部の就職ガイダンスにおい
て、「就職活動のためのスーツ着こ
なし講座」が開催されました。講
師に洋服の青山（株式会社青山商
事）生駒店店長の田中 庸三氏と女
性スタッフの方をお招きし、男女別
に就職活動でのスーツを選ぶポイ
ント、着こなし方、シャツの選び方、
ネクタイの選定と結び方について、
好感が持てる良い例について実際のスーツ、シャツ、ネクタイを用いてわか
りやすく解説していただきました。参加した学生はスーツなどの選び方や着こ
なし方で、大きく差がつくことに驚いていました。

【「就職活動のためのスーツ着こなし講座」を開催しました】
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源
氏
物
語
・
初
瀬
の
御
利
益

奈
良
学

  へ
の
招
待

　
奈
良
晒
は
奈
良
を
中
心
に
生
産
さ
れ

た
麻
織
物
で
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
法
華

寺
の
尼
衆
や
西
大
寺
近
辺
の
婦
女
子
が

織
り
出
し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
入

る
と
南
都
随
一
の
産
業
と
し
て
最
盛
期

を
向
か
え
、
生
産
地
域
は
大
和
は
も
と

よ
り
山
城
、
伊
賀
に
広
が
り
、
当
時
の

作
業
の
様
子
に
つ
い
て
は
『
大
和
名
所
図

会
』
や
『
南
都
さ
ら
し
乃
記
』
な
ど
の
資

料
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
屏

風
は
、
縦
89
㎝
、
横
284
㎝
を
測
り
、
制

作
年
代
は
江
戸
時
代
後
半
で
、
作
風
か

ら
浮
世
絵
師
の
歌
川
国
芳
、
あ
る
い
は

歌
川
国
貞
系
の
絵
師
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
、
そ
の
場
面
構
成
と
的
確
な
人

物
描
写
か
ら
相
当
な
技
量
を
持
っ
た
人

物
が
描
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

本
屏
風
は
二
扇
ご
と
に
場
面
を
変
え
て
、

布
晒
し
、
砧
打
ち
の
場
面
等
を
描
き
、

描
写
は
丁
寧
か
つ
精
緻
で
、

保
存
状
態
も
大
変
良
好
で
す
。

こ
の
屏
風
が
大
和
で
の
奈
良

晒
の
場
面
か
ど
う
か
は
特
定

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
変
化
に

富
ん
だ
風
景
と
と
も
に
作
業

に
携
わ
る
人
々
の
姿
を
生
き

生
き
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
源
氏
物
語
で
唯
一
、
奈
良
を
舞
台
と

し
た
所
は
初
瀬
で
す
。
光
源
氏
が
愛
し

た
夕
顔
の
娘
玉
鬘
は
行
方
知
れ
ず
で
し

た
が
、
こ
の
地
で
夕
顔
の
女
房
右
近
と

出
会
い
源
氏
に
引
き
取
ら
れ
た
後
、
藤

原
氏
長
者
で
あ
る
父
親
と
再
会
し
ま
す
。

大
宰
府
か
ら
上

京
し
た
玉
鬘
が

救
わ
れ
た
の
は
、

初
瀬
と
長
谷
寺

観
音
の
御
利
益

に
よ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
長
谷

寺
が
藤
原
氏
の

管
轄
だ
っ
た
こ

と
。
長
谷
寺
に

最
も
多
く
参
拝

し
た
の
は
摂
関

奈
良
晒
風
屏
風

家
ゆ
か
り
の
人
々
で
、
長
谷
寺
ゆ
え
に

藤
原
の
姫
君
で
あ
る
玉
鬘
の
願
い
が

叶
っ
た
の
で
す
。
ま
た
古
歌
で
は
「
初
瀬

川
古
川
野
辺
に
二
本
あ
る
杉
年
を
へ
て

ま
た
も
あ
ひ
見
む
二
本
あ
る
杉
」「
祈
り

つ
つ
頼
み
ぞ
わ
た
る
初
瀬
川
う
れ
し
き

瀬
に
も
流
れ
あ
ふ
と
や
」
と
詠
ま
れ
、
浅

瀬
で
合
流
す
る
初
瀬
川
と
、
根
元
か
ら

二
本
に
別
れ
た
二
本
杉
に
よ
り
、
初
瀬

が
〈
再
会
〉
に
霊
験
あ
る
地
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
金
春
禅
竹
の
謡
曲
「
玉
鬘
」
で

も
二
本
杉
の
前
で
玉
鬘
と
右
近
が
出
会

い
ま
す
。
玉
鬘
の
再
会
の
舞
台
が
初
瀬

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
風
土
、
歴
史
、

信
仰
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。

松下 慎一
（法学部 准教授）分担執筆

ロードマップ民法1
総則　第2版 
一学舎　￥2,800 +税

清水 益治
（教育学部 教授）分担執筆

保育者のための
自己評価チェックリスト
保育者の専門性の向上と
園内研修の充実のために 改訂版
萌文書林　￥800 +税

石田 慎二
（教育学部 教授）分担執筆

子どもの貧困/不利/
困難を考えるIII
施策に向けた総合的アプローチ
ミネルヴァ書房　￥3,800 +税

福本 葵
（法学部 教授）分担執筆

図説 アメリカの証券市場
（2019年版）
日本証券経済研究所　
￥2,300 +税

平山 篤子
（名誉教授）分担執筆

1571年 銀の大流通と
国家統合

（歴史の転換期６）
山川出版社　￥3,500 +税

梶本 元信
（名誉教授）分担執筆

ウェールズを
知るための60章

（エリア・スタディーズ175）
明石書店　￥2,000 +税

清水 昭博
（文学部 教授）分担執筆

古代寺院史の研究
思文閣出版
￥13,000 +税

志垣 瞳
（名誉教授）分担執筆

全集
伝え継ぐ日本の家庭料理
農山漁村文化協会
￥2,800 +税

伊藤 範子
（名誉教授）訳

エリザベス・ビショップ
ー悲しみと理性
港の人出版
￥1,800 +税

Teachers’ Publications本学教員の執筆図書紹介

た
ま
か
ず
ら

た
ま
か
ず
ら

ふ
た
も
と

ふ
た
も
と
す
ぎ

江戸時代（1650年刊）の木版本「絵入源氏物語」
玉鬘巻（長谷寺）の挿絵
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　 せ

奈良晒風屏風
部分

就
職
活
動
に
臨
む

　
　後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

就
職
活
動
に
臨
む

　
　後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

学芸員として市内の歴史や文化財を調査

現
在
の
仕
事

　
現
在
は
学
芸
員
と
し
て
市
内
の
歴
史
や
文

化
財
に
関
わ
る
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
ま
で
の
3
年
間
は
資
料
館
に
勤
め
、
石
鍋

遺
跡
の
解
説
作
成
や
民
具
の
企
画
展
示
、
社

会
科
見
学
の
解
説
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
勉

強
し
な
が
ら
担
当
し
ま
し
た
。
特
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
神
社
の
狛
犬

調
査
で
す
。
市
民
向
け
の
講
演
会
を
行
う
際
、

民
俗
学
と
美
術
史
双
方
の
視
点
で
取
り
上
げ

た
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
地
方

や
石
工
職
人
に
よ
っ
て
形
態
が
異
な
る
た
め
、

現
在
も
休
日
に
時
間
が
あ
れ
ば
神
社
に
足
を

運
ん
で
い
ま
す
。

　
調
査
の
他
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
や
ポ

ス
タ
ー
を
制
作
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も

と
も
と
作
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
過
去
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
基
に
、
ど
ん
な
構
図
が
一

目
で
分
か
り
や
す
い
か
、
見
る
人
に
ど
ん
な

気
持
ち
に
さ
せ
た
い
か
を
考
え
な
が
ら
制
作

し
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標

　
今
年
４
月
か
ら
市
役
所
に
入
庁
す
る
こ
と

に
な
り
、
現
在
は
市
の
仕
事
を
1
つ
ず
つ
勉

強
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
事
を
毎
日
覚
え
る

の
に
精
一
杯
で
す
が
、
今
後
の
目
標
と
し
て

取
り
組
み
た
い
こ
と
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
1

つ
目
は
自
分
が
志
望
す
る
文
化
振
興
課
で
、

地
元
の
文
化
財
や
美
術
品
の
調
査
等
を
行
う

こ
と
。
2
つ
目
は
市
立
美
術
館
で
企
画
展
示

の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
で
す
。
以
前
文
化
財

専
門
官
や
学
芸
員
の
先
輩
方
か
ら
、
地
元
の

文
化
財
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
く
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
市
の
事
業
と
し
て
行
っ

て
い
る
こ
と
や
各
専
門
分
野
に
つ
い
て
の
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
私
も
今
ま
で
の
知
識

が
生
か
せ
る
部
署
で
貢
献
し
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
即
戦
力
と
な
れ
る

よ
う
、
今
後
も
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
大
学
生
と
い
う
身
分
を
大
い
に
活
用

し
、
様
々
な
場
所
へ
足
を
運
ん
で
た
く
さ
ん

の
人
と
出
会
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
美
術
史

が
好
き
だ
っ
た
た
め
、
授
業
以
外
で
も
博
物

館
や
神
社
仏
閣
に
足
を
運
ん
で
、
見
聞
を
広

め
ま
し
た
。
勉
強
以
外
に
も
友
達
と
イ
ベ
ン

ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
り
、
新
入

生
合
宿
の
引
率
の
手
伝
い
を
し
た
り
と
、
大

学
生
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
に
と
こ
と
ん
挑
戦

し
ま
し
た
。

　
大
学
生
の
頃
は
将
来
関
係
な
い
と
思
い
つ

つ
や
っ
て
い
た
こ
と
で
も
、
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
必
ず
ど
こ
か
で
役
に
立
つ
時
が
あ
り

ま
す
。
私
の
場
合
は
考
古

学
や
民
俗
学
な
ど
他
分
野

も
授
業
で
学
ん
だ
お
か
げ

で
、
以
前
勤
め
て
い
た
資

料
館
で
役
に
立
ち
ま
し
た
。

就
職
活
動
は
、
自
分
自
身

と
向
き
合
う
こ
と
の
で
き

る
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま

す
。
何
を
し
た
い
の
か
、

ど
ん
な
分
野
に
興
味
が
あ

る
の
か
を
考
え
て
悩
ん
で
、

目
標
に
向
か
っ
て
ど
ん
ど

ん
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
！

中村 綾乃さん
人文学部　日本文化学科　2016年3月卒業
長崎県諫早市役所　勤務

伊川 晃一さん
現代生活学部　こども学科　2013年3月卒業

帝塚山小学校　勤務

卒業生紹介

小学校教員として子ども達と共に日々成長中

現
在
の
仕
事

　
担
任
業
務
と
し
て
国
語
、算
数
、社
会
、道
徳
、

体
育
の
授
業
を
教
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が

困
っ
て
い
た
ら
一
緒
に
解
決
策
を
考
え
る
こ
と

も
大
切
な
仕
事
で
す
。
子
ど
も
達
が
い
な
い
と

き
は
授
業
準
備
、
宿
題
作
成
と
丸
つ
け
、
保
護

者
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
担
任
業
務
以
外
で
は
、
防
災
訓
練
や
校
内
安

全
な
ど
の
、
学
校
の
安
全
に
関
す
る
仕
事
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
ケ
部
と
ロ
ボ
ッ

ト
教
室
の
コ
ー
チ
で
も
あ
り
、
子
ど
も
達
が
野

菜
を
栽
培
す
る
会
の
担
当
で
も
あ
る
の
で
、
そ

の
事
前
準
備
や
書
類
作
成
等
と
仕
事
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

　
で
す
が
、
毎
日
子
ど
も
達
の
笑
顔
を
見
る
と

忙
し
さ
も
疲
れ
も
感
じ
ま
せ
ん
。
毎
日「
今
日

は
何
が
起
こ
る
だ
ろ
う
」「
何
を
子
ど
も
達
に
伝

え
よ
う
」と
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

今
後
の
目
標

　
子
ど
も
達
は
毎
日
成
長
し
て
い
ま
す
。
先
生

も
子
ど
も
達
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
日
々
成
長
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
達
に
教
え
る
内
容
の
知
識
は
も

ち
ろ
ん
必
要
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
じ
く

ら
い
大
切
な
こ
と
は
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
子

ど
も
達
に
伝
え
る
か
で
す
。
先
輩
方
の
授
業
を

見
学
す
る
こ
と
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
日
々
授
業
の
腕
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ど
の
よ
う
に「
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
か
」に
つ
い
て
も
日
々
考
え

て
い
ま
す
。
今
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
一

流
企
業
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
で
す
。
た
と
え

ば
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
ス
タ
ッ
フ
の
離
職
率
が

低
い
理
由
や
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
キ
ャ
ス

ト
が
生
き
生
き
と
働
い
て
い
る
こ
と
に
は
、
共

通
す
る
理
由
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
教

育
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

学
校
内
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
社
会
に
目
を
向

け
て「
今
後
社
会
に
出
る
に
相
応
し
い
人
材
の

育
成
」が
で
き
る
よ
う
に
勉
強
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
A
I
に
仕
事
を
奪
わ
れ
て
い
く
社
会
で
、
人

間
は
ど
の
よ
う
に
働
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
与

え
ら
れ
た
こ
と
に
、
た
だ
受
け
身
な
姿
勢
で
仕

事
を
こ
な
す
だ
け
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
と
同
じ
で
す
。

ま
ず
大
切
な
こ
と
は「
人
の
た
め
に
自
分
は
何

を
し
た
い
の
か
」を
考
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
仕
事
で
す
。「
何

を
し
た
い
の
か
」と
い
う
目
的
が
明
確
に
あ
る

と
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
を
考
え
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
は
様
々
な
手
段
が
あ
り
ま
す
。
常
に
社
会

に
目
を
向
け
、
想
像
力
を
働
か
せ
て
新
し
い
手

段
を
提
案
で
き
る
よ
う
な
人
が
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
で
活
躍
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

A
I
に
は
出
来
な
い
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

　
最
後
に
、
小
学
校
で
子
ど
も
達
に
言
い
続
け

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は「
失
敗
し

て
も
い
い
。
大
切
な
こ
と
は
、
そ
の
時
に
ど
の

よ
う
に
成
長
す
る
か
。」と
い
う
こ
と
で
す
。
失

敗
の
数
だ
け
、
人
は
成
長
し
ま
す
。
成
長
す
る

自
分
を
信
じ
て
、
日
々
努
力
を
重
ね
る
こ
と
が

社
会
人
に
一
番
必
要
な
力
だ
と
思
い
ま
す
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
！
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８
月
27
日

「
県
内
大
学
生
が
創
る
奈
良
の
未
来
事
業
」公
開
コ
ン
ペ

で
本
学
2
チ
ー
ム
が
発
表

　
奈
良
県
が
実
施
す
る
「
県
内
大
学
生
が
創
る
奈
良
の
未

来
事
業
」
の
公
開
コ
ン
ペ
が
奈
良
県
議
会
本
会
議
場
で
開

催
さ
れ
、
本
学
か
ら
は
『
大
和
野
菜
が
美
味
し
い
！
奈
良

の
食
文
化
を
世
界
に
発
信
、
S
N
S
（
L
I
N
E
ス
タ
ン

プ
で
奈
良
デ
ザ
イ
ン
）』（
現
代

生
活
学
部
食
物
栄
養
学
科
）
と

『
#
シ
ニ
ア
セ
ー
フ
テ
ィ
の
提

案
』（
大
学
院
心
理
科
学
研
究

科
・
法
学
部
法
学
科
）の
2
チ
ー

ム
が
最
終
審
査
で
あ
る
公
開
コ

ン
ペ
に
臨
み
ま
し
た
。

９
月
19
日

奈
良
県
内
初
「
犯
罪
・
非
行
防
止
支
援
自
動
販
売
機
」

（
法
学
部
学
生
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
）を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置

　
こ
の
自
動
販
売
機
は
、
本
学
法
学
部
３
年
の
首
藤
真
実

さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
あ
っ

ぷ
り
け
戦
隊
！
奈
良
ま
も
り
た
い
」
に
奈
良
県
防
犯
協
会

か
ら
ラ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
の
依
頼
が
あ
り
、
法
学
部
の

学
生
5
人
が
中
心
と
な
っ
て
考
案
し
た
も
の
で
す
。
自
動

販
売
機
の
飲
料
水
の
売
り
上
げ

の
一
部
が
奈
良
県
防
犯
協
会
へ

寄
付
さ
れ
る
し
く
み
で
、
寄
付

金
は
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
の

防
犯
活
動
資
金
と
し
て
運
用
さ

れ
ま
す
。

９
月
21
日

関
西
カ
メ
ラ
女
子
部
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
「
レ
ポ
ー
ト
〜

大
学
ス
ト
ー
リ
ー
撮
影
会
」を
開
催

　
本
学
と
本
学
卒
業
生
や
ま
ぐ
ち
千
予
氏
が
主
宰
す
る

関
西
カ
メ
ラ
女
子
部
の
方
々
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て
、

「
レ
ポ
ー
ト
〜
大
学
ス
ト
ー
リ
ー
撮
影
会
」
を
開
催
し
ま

　11月16日・17日の２日間、奈良・東生駒キャンパスにおいて、第55回「虹色祭」（大学祭）を開
催しました。今年のテーマは「魁【さきがけ】」。ご来場のお客様、学生たち、教職員、皆さまにとっ
て新しい時代を走れるようにと実行委員スタッフが想いを込めて設定しました。活気にあふれたイ
ベント、クラブ・サークルによる発表、工夫を凝らした模擬店に多くのお客様が訪れました。ステー
ジでは井上苑子さんによるライブステージや、お笑いライブ、本学卒業生によるアカペラサークル
公演が行われ、フィナーレの「帝塚山大学ミスコンテスト」では、５名の候補者がミス帝塚山の座
を競いました。今年で８回目を迎えるホームカミングパーティでは、久々に学び舎に戻った卒業生
たちが、食事をしながら教員や友人たちとの再会を楽しみました。最後は毎年恒例の打ち上げ花火。
音楽に合わせて夜空を彩る花火に大きな歓声があがり、皆が名残を惜しむ中、第55回虹色祭は
閉幕となりました。

　９月25日、今年度第１回目となるFD
フォーラムは「学生の心に灯をつけられ
たか？－10年間のUI教育の経験より－」
というテーマで、大阪経済大学の前学長
である德永光俊 同大学経済学部教授に

ご講演いただきました。「自校教育」というテーマから、SD（＝スタッフ・
ディベロップメント）に関連する内容も多く含まれ、両キャンパスから106
名の教職員が聴講しました。
　德永先生は、苦節10年に亘る大阪経済大学のUI（ユニバーシティー・
アイデンティティ）教育への取り組みについて、「大経大スタイルの確立」
を念頭に置き、まずは自学における学生の実態をしっかりと把握し、教
職員が学生ファーストで行うことが自校教育の鍵になることを力説、具体

帝塚山NEWS & TOPICS
８
月
５
日

【
強
化
指
定
ク
ラ
ブ
】

第
2
回
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ナ
ー
講
習
会
を
開
催

　
奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
、
強

化
指
定
４
ク
ラ
ブ（
硬
式

野
球
、
ラ
グ
ビ
ー
、
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
レ

ス
リ
ン
グ
）に
所
属
す
る

１
年
生
対
象
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

マ
ナ
ー
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨

年
度
か
ら
導
入
し
た
研
修
会
で
、
近
年
増
え
て
い

る
ネ
ッ
ト
上
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
S
N
S

（
t
w
i
t
t
e
r
、L
I
N
E 

、Fa
c
e
boo
k
、な
ど
）

で
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
書
込
み
の
危
険
性
認
識
、

S
N
S
を
利
用
す
る
時
の
マ
ナ
ー
な
ど
、
ネ
ッ
ト

上
で
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
に
つ
い
て
講
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

８
月
７
日

親
子
向
け
公
開
講
座「
世
界
に一つ
だ
け
の
絵
本
を

作
ろ
う
！
」を
開
催

　
奈
良
・
学
園
前
キ
ャ

ン
パ
ス
の
保
育
演
習
室

で
、
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
の
方
が
親
子
で
楽

し
く
絵
本
作
り
を
学
び

ま
し
た
。
自
分
の
名
前

の
頭
文
字
を
使
っ
て
楽

し
み
な
が
ら
世
界
に
一

つ
し
か
な
い
絵
本
を
作
り
、
絵
本
作
り
を
通
し
て

思
考
力
、
創
造
力
、
表
現
力
を
磨
き
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
し
か
け
が

す
ば
ら
し
い
」、「
子
ど
も
が
自
分
で
考
え
る
よ
う

に
学
生
の
皆
さ
ん
が
お
手
伝
い
し
て
く
れ
て
楽
し

く
で
き
ま
し
た
」
な
ど
、
多
く
の
好
意
的
な
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

し
、混
乱
な
く
落
ち
着
い
て
避
難
が
で
き
る
よ
う
訓
練
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
消
火
器
の
取
り
扱
い
方
や
避

難
方
法
な
ど
に
つ
い
て
改
め
て

見
直
す
貴
重
な
機
会
と
な
り
、

参
加
し
た
学
生
や
教
職
員
は
緊

張
感
を
持
っ
て
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

11
月
８
日

【
法
学
部
】「
警
察
組
織
と
警
察
実
務
」
で
奈
良
県
警
察

遠
藤
雅
人
本
部
長
に
よ
る
講
義
を
実
施

　
法
学
部
の
特
殊
講
義
「
警
察
組
織
と
警
察
実
務
」
に
お

い
て
、
奈
良
県
警
察
の
遠
藤
雅
人
本
部
長
に
よ
る
講
義
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
特
殊
講
義
は
、
警
察
官
を
め
ざ
す
法

学
部
の
学
生
が
、
警
察
組
織
や
そ
の
実
際
の
活
動
を
理
解

し
、
犯
罪
抑
止
な
ど
に
対
す
る
警
察
の
最
新
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
講
義
の
う
ち

7
回
は
奈
良
県
警
察
の
各
部
署

の
現
職
警
察
官
に
ご
担
当
い
た

だ
き
、
最
終
講
義
で
は
警
察
施

設
の
見
学
も
実
施
す
る
と
い
う
、

「
実
学
の
帝
塚
山
大
学
」
な
ら

で
は
の
実
践
的
な
内
容
を
取
り

入
れ
た
授
業
で
す
。

11
月
17
日

【
経
済
学
部
】第
8
回「
経
済
学
部
ゼ
ミ
研
究
報
告
会
」を

実
施

　
経
済
学
部
で
は
虹
色
祭
（
大
学
祭
）
期
間
中
に
「
ゼ
ミ

研
究
報
告
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
報
告
会
は
、
経
済

学
部
3
年
生
が
所
属
ゼ
ミ
で
の
平
素
の
研
究
内
容
を
「
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
」
と

「
ポ
ス
タ
ー
部
門
」
に
分
か
れ

て
報
告
す
る
と
い
う
も
の
で
、

今
年
で
8
回
目
を
迎
え
た
報
告

会
に
は
経
営
学
部
3
年
生
か
ら

も
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門

に
4
組
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
に
迎
え
、
近
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
複
雑

化
す
る
社
会
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
信

仰
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
約
1
5
0

人
の
参
加
者
か
ら
は
、「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
の
大
切

な
も
の
が
理
解
で
き
た
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

10
月
30
日

令
和
元
年
度
前
期
「
学
長
表
彰
」・「
教
職
員
教
育

功
績
表
彰
」
の
授
与
式
を
行
い
ま
し
た

　「
学
長
表
彰
」
で
は
、
現
代
生
活
学
部
こ
ど
も
学

科
（
現
：
教
育
学
部
こ
ど
も
教
育
学
科
）
4
年
の
小

林
華
奈
江
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
奈
良
―
ま
ほ
ろ
ば
の
2
0
1
9
年
度
女

子
大
学
生
・
女
子
大
学
院
生
奨
学
金
ク
ラ
ブ
賞
を

受
賞
し
た
ほ
か
、
小
林
さ
ん
の
学
業
に
臨
む
姿
勢
、

さ
ら
に
は
、
地
域
の
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
所
属

学
科
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
帝
塚
山
ロ
ボ
ッ
ト
教

室
」
の
実
行
委
員
と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い

た
こ
と
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
、

「
教
職
員
教
育
功
績
表

彰
」
で
は
、
心
理
学
部

心
理
学
科
の
花
田 

百
造 

准
教
授
と
現
代
生
活
学

部
食
物
栄
養
学
科
の
佐

伯 

孝
子 

准
教
授
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

11
月
７
日

両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
教
職
員
と
学
生
を

対
象
と
し
た
避
難
訓
練
・
消
火
訓
練
を
実
施

　
今
年
度
も
自
衛
消
防
隊
各
班
の
業
務
分
担
も
確

認
す
る
避
難
訓
練
と
し
て
、日
常
的
に
利
用
し
て
い

る
建
物
で
実
際
に
火
災
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定

し
た
。
本
学
生
が
モ
デ
ル
と

な
っ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
各

所
を
背
景
に
撮
影
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
モ
デ

ル
学
生
の
皆
さ
ん
が
き
ら
き
ら

眩
し
く
て
、
自
身
の
学
生
時
代

を
懐
か
し
む
、
よ
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
と
口
々
に
仰
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

９
月
26
日

令
和
元
年
度
9
月
卒
業
式
を
挙
行

　
奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
「
ま
ほ
ろ
ば
」
で
執
り
行

わ
れ
、
５
学
部
９
名
が
学
び
舎
か
ら
巣
立
ち
ま
し
た
。

９
月
28
日

寺
島
実
郎
特
別
客
員
教
授
に
よ
る
特
別
公
開
講
座
を
開
催

　
近
鉄
学
園
前
駅
前
の
奈
良
市
西
部
会
館
市
民
ホ
ー
ル

（
学
園
前
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
、
寺
島
実
郎
特
別
客
員
教

授
（
日
本
総
合
研
究
所
会
長
、
多
摩
大
学
学
長
）
に
よ
る

特
別
公
開
講
座「
転
換
す
る
世

界
と
令
和
時
代
の
日
本
」を
開

催
し
ま
し
た
。
本
学
学
生
、
教

職
員
、
一
般
の
方
々
な
ど
約

2
7
0
人
が
参
加
し
、
寺
島
特

別
客
員
教
授
の
講
演
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

10
月
29
日

生
駒
市
図
書
館
共
催
講
座「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」を
開
催

　
生
駒
市
図
書
会
館
に
お
い

て
、
生
駒
市
図
書
館
共
催
公

開
講
座
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
春
、
本
学
の
特
別
客
員
教

授
に
就
任
い
た
だ
い
た
春
日

大
社
宮
司 

花
山
院
弘
匡
氏
を

第55回虹色祭・ホームカミングパーティを開催しました

す
べ
て
の
報
告
の
中
か
ら
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞
や
優
秀

賞
な
ど
が
選
定
さ
れ
、
1
月
14
日
に
表
彰
式
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

11
月
22
日

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構（
U
R
都
市
機
構
）

西
日
本
支
社
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
U
R
都
市
機
構
と
奈
良
県
内
の
大
学
と
の
連
携
協
定
は
、

こ
れ
が
初
め
て
の
こ
と
と
な
り
、
今
後
、
学
園
前
地
域
の

富
雄
団
地
・
中
登
美
第
３
団
地
・
奈
良
学
園
前
　
鶴
舞
団

地
に
お
い
て
、
高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
な
ど
多
様
な
世
代

に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
に
向
け
、
相
互

の
資
源
を
有
効
活
用
し
た
連

携
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
締

結
式
で
は
、
U
R
都
市
機
構

西
日
本
支
社
の
新
居
田
支
社

長
と
蓮
花
一
己
学
長
が
協
定

書
に
署
名
し
、
笑
顔
で
記
念

撮
影
に
応
え
ま
し
た
。

12
月
６
日
〜
２
月
９
日

奈
良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
15
年
目
を
迎
え
た
奈
良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
。今
年
の
テ
ー
マ
は『
S
n
o
w 

n
i
g
h
t
』。

　
現
代
生
活
学
部
の
学
生
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
で
構

成
さ
れ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
推
進
委
員
会
が
、
今
年
は

ク
リ
ス
マ
ス
だ
け
で
は
な
く
「
冬
の
街
並
み
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
企
画
・

デ
ザ
イ
ン
。
冬
の
夜
の
学
園

前
キ
ャ
ン
パ
ス
は
幻
想
的
な

空
間
に
演
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
点
灯
期
間
を
従
来
の

年
末
ま
で
か
ら
年
明
け
の
2

月
ま
で
に
延
長
し
、
冬
の
夜

を
暖
か
く
彩
り
ま
す
。

奈良・東生駒キャンパスにおいて、「令和元年度第１回FDフォーラム」を開催しました
的な成功・失敗談を交えて、独自の口調でわかりやすく解説されました。
また授業における試験やレポート課題等の工夫点にも触れ、大学の建学
の精神や歴史を学ぶだけではなく、新たな大学の伝統を学生らに考えさ
せることも大切で狙いの一つであると強調されました。
　私立大学はそれぞれに設立の経緯や理念を有しており、縁あって入学
してきた学生や保護者にも大学の歴史や伝統を伝え理解してもらうことが
大学にとっていかに大切か、ということを参加者全員が再認識する良い
機会となりました。
　次回は2020年2月に、ICTを活用した教育をテーマとし第２回FDフォー
ラムの開催を計画しています。
　帝塚山大学は継続的に教育内容の改善をはじめ、FD・SD活動に積
極的に取り組んでまいります。

8
月

11
月

10
月

12
月

9
月

やまぐち千予氏 提供
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Close-up NEWSクローズアップニュース

鷺森教授（奈良学総合文化研究所長）講演の様子

昔の格好に扮し展示解説する学生

販売する様子

文部科学省平成29年度私立大学研究ブランディング事業採択
「『帝塚山プラットフォーム』の構築による学際的『奈良学』研究の推進」最新の取り組み

▼
特
別
企
画
展
示
「
絵
と
道
具
で
た
ど
る

昔
の
奈
良
の
く
ら
し
」

　文
部
科
学
省
平
成
29
年
度
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
の
一
環
と
し
て
、
9
月
21
日
〜
12
月
１
日
に
亘
り
、 

特
別
企

画
展
示
「
絵
と
道
具
で
た
ど
る
昔
の
奈
良
の
く
ら
し
」（
於
：
奈

良
県
立
民
俗
博
物
館
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　本
特
別
企
画
展
示
は
、
郷
土
の
風
俗
慣
習
や
生
活
の
推
移
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
天
理
市
福
住
で
生
ま
れ
育
っ

た
故
・
永
井
清
繁
氏
が
昔
の
奈
良
の
暮
ら
し
を
描
い
た
生
活
絵

図
の
パ
ネ
ル
を
、
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
の
常
設
展
示
と
と
も

に
展
示
し
た
も
の
で
す
。

　展
示
期
間
中
の
11
月
16
日
に
行
わ
れ
た
「
み
ん
ぱ
く
秋
ま
つ

り
」
で
は
、
約
40
人
の
文
学
部
の
学
生
と
人
文
科
学
研
究
科
の
大

学
院
生
が
昔
の
暮
ら
し
を
学
ぶ
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
一
日
学
芸

員
と
し
て
運
営
し
ま
し
た
。

　学
生
ら
は
、
生
活
絵
図
に
描
か
れ
た
１
０
０
年
ほ
ど
前
の
奈

良
県
の
農
村
部
に
住
む
人
や
職
人
の
格
好
に
扮
し
て
、
展
示
解

説
や
昔
の
暮
ら
し
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
答
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　博
物
館
で
の
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

あ
た
り
、
学
生
は
大

学
院
生
と
協
力
し
な

が
ら
幅
広
い
年
齢
層

の
方
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
企
画
を
一

か
ら
練
り
上
げ
、
準

備
し
て
き
ま
し
た
。

　学
芸
員
な
ど
の
専

門
職
を
め
ざ
す
文
学

部
の
学
生
に
と
っ
て
、

実
践
的
な
環
境
下
で
、

専
門
知
識
に
も
と
づ

く
企
画
力
や
発
信
力

を
鍛
え
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

▼「
奈
良
学
へ
の
招
待
」公
開
講
座

の
開
催

　10
月
19
日
よ
り
奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
公
開
講
座
「
奈
良
学
へ
の
招
待
X
V
III
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
２
０
０
２
年
度
か
ら
開
始
し
た
本
講
座
も
今

回
が
18
回
目
。
全
４
回
の
連
続
講
座
で
初
回
は
文
学
部

の
鷺
森
浩
幸
教
授
が
「
大
和
『
と
み
』
地
域
の
古
代
史
」、

第
２
回
は
11
月
２
日
に
現
代
生
活
学
部
の
新
宅
賀
洋
教

授
が
「
大
和
野
菜
の
魅
力
」、
第
３
回
は
11
月
９
日
に

文
学
部
の
牟
田
口
章
人
教
授
が
「
絢
爛
豪
華 

騎
馬
民

族
の
宮
廷
生
活 

―
発
掘
で
わ
か
っ
た
契
丹
王
朝
―
」、

第
４
回
は
11
月
23
日
に
中
野
聰
講
師
が
「
薬
師
寺
金
堂

薬
師
三
尊
像
の
制
作
年
代
と
機
能
」
の
演
題
で
そ
れ
ぞ

れ
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　文
部
科
学
省
・
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事

業
の
一
環
で
取
り
組
む
各
事
業
の
進
捗
状
況
の
報
告
を

兼
ね
た
本
公
開
講
座
を
通
し
て
、
本
学
の
特
色
で
あ
る

「
学
際
的
『
奈
良
学
』
研
究
」
を
地
域
の
人
々
に
広
く
紹

介
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▼
大
和
野
菜
ス
イ
ー
ツ
を
開
発

　10
月
20
日
、
や
ま
と
郡
山
城
ホ
ー
ル
で
の
第
８
回
大
和

郡
山
良
い
食
品
博
覧
会
に
お
い
て
、
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
で
大
和
野
菜
の
栄
養
学
的
研
究
を
進
め

る
食
物
栄
養
学
科
管
理
栄
養
士
養
成
課
程
の
佐
伯
孝
子
准

教
授
の
ゼ
ミ
生
ら
が
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
に
よ

る
大
和
野
菜
ス
イ
ー
ツ
を
出
品
し
ま
し
た
。

　大
和
郡
山
市
の
洋
菓
子
製
造
販
売
会
社
「
菓
楽
」
と
連
携

し
、
開
発
し
た
の
は
大
和
ま
な
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
は

じ
め
と
す
る
４
種
類
。
大
和
野
菜
だ
け
で
な
く
奈
良
県
産

の
素
材
を
使
用
す
る
な
ど
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
は
来
場
者
の
関
心
も
高
く
人
気
を
博
し

ま
し
た
。

　佐
伯
准
教
授
と
ゼ
ミ
生
は
、
大
和
野
菜
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
イ
ー
ツ
以
外
に
も
、
季
節
の
大
和
野
菜
の
簡
単
レ
シ
ピ

を
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
H
P
で
配
信
す
る
な
ど
、
大

和
野
菜
の
普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
生
は
こ

れ
ら
の
レ
シ
ピ
開
発
を
通
し
て
、
時
間
や
費
用
に
制
限
の

あ
る
な
か
で
、
味
や
栄
養
的
に
も
魅
力
の
あ
る
商
品
を
開

発
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に
触
れ
、大
き
く
成
長
し
て
い
ま
す
。

　食
と
栄
養

の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
め

ざ
す
食
物
栄

養
学
科
の
学

生
た
ち
に

と
っ
て
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
は
社

会
で
の
実
践

力
を
磨
く
良

い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

IN
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M

A
T

IO
N

 &
 EV

EN
T

 N
EW

S

　帝塚山大学では、「Campus Life ～はじまりの季節～」をテーマに「第２
回帝塚山大学フォトコンテスト」を開催しました。学生・教職員に帝塚山
大学のキャンパスの素晴らしさを再認識してもらいたいという蓮花一己学長
の思いにより2018年度からスタートした学長プロジェクトです。
　学生・教職員あわせて255点もの応募があり、その中から、厳正なる
審査の結果、下記８点の作品が入賞しました。７月17日（水）、奈良・学
園前キャンパス14号館学生ホールにおいて、表彰式が執り行われました。
　表彰式のあとには、プロのカメラマンとして活躍中のやまぐち千予氏（本
学卒業生：PIYOCAMERA写真事務所 代表）により、出席した受賞者一
人ひとりに対して丁寧に作品の講評をいただき、その場にいた学生たちは皆、
プロならではのアドバイスに真剣
に聞き入っていました。

「第2回帝塚山大学フォトコンテスト」を開催

 

お知らせ・イベントニュースINFORMATION & EVENT NEWS

奈良学フォーラムを開催
令和２年３月14日（土）10時～16時

［場所］
奈良春日野国際フォーラム甍
～I・RA・KA～能楽ホール

【同時開催】
奈良学展示

［場所］能楽ホールロビー　
［時間］11時～15時

 

学長プロジェクト

申込：要 聴講無料

公開講座・一般公開 お知らせ
文部科学省平成29年度私立大学研究ブランディング事業採択

「『帝塚山プラットフォーム』の構築による学際的『奈良学』研究の推進」
本事業の最終年度にあたる今年度の最後に、これまでの研究成果を報告します。

学生から蓮花学長へ
キャンパスグッズを
提案･制作
　現代生活学部居住空間デザイン学科　新海俊一准
教授と同学科２年生 能城 紗英さんが立案・提案した
実用的なキャンパスグッズとして「クールでアメイジン
グTZK（テヅカ）クリアファイル」を制作しました。これ
は、自校教育と大学広報に資することを目的としてい
ます。
　同上の写真のとおり、クリアファイルに資料を挟む
とTZK（テヅカ）の文字が浮かび上がり、何も入れない
場合は本学の沿革が映り、自校教育の一環として活用
できます。
　能城さんは「帝塚山大学の学生が、学内外で堂 と々
このクリアファイルを持ち歩き、自校へのプライドを
持ってほしい」と語っています。
　本クリア
ファイルは、
次年度の新
入生に配布
される予定
です。

の　ぎ

開催期間

仏像-永野鹿鳴荘ガラス乾板より-（仮）
令和２年３月４日（水）～３月29日（日）

［場所］東京・JCIフォトサロン（日本カメラ博物館）
　　
大和路の仏にであう-奈良に生きた写真家・永野太造と仏像写真-

令和２年３月４日（水）～６月14日（日）
［場所］東京・半蔵門ミュージアム

開催期間

開催期間

一般公開

公開講座

◆グランプリ（1点）
撮 影 者：宮武 依梨佳さん

（現代生活学部
居住空間デザイン学科２年）

タイトル：羽ばたく 

◆特選（2点）
撮 影 者：中 正智さん

（経済学部経済学科３年）
タイトル：初夏の到来
　　
撮 影 者：小松 未来さん

（現代生活学部
居住空間デザイン学科１年）

タイトル：初めましての
お昼ごはん

◆入選（3点）
撮 影 者：相 心平さん

（経営学部経営学科４年）
タイトル：また、明日
　　
撮 影 者：水内 野々華さん

（現代生活学部
居住空間デザイン学科２年）

タイトル：新緑の季節
　　
撮 影 者：西本 恭輔さん

（現代生活学部
居住空間デザイン学科３年）

タイトル：何気ない昼休み

◆佳作（2点）
撮 影 者：能城 紗英さん

（現代生活学部
居住空間デザイン学科２年）

タイトル：終わりと始まり
　　
撮 影 者：土本 多朗さん

（教育学部こども教育学科１年）
タイトル：夢に向かって
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国
際
交
流

★
海
外
留
学
奨
学
生

　海
外
留
学
奨
学
生
と
し
て
９
月
か
ら
１

年
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
工
科
大
学（A

ra

）
に
留
学
中

の
法
学
科
2
年
生
・
間
佐
古
楓
さ
ん
に
お

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

◆
現
在
の
状
況

　学
年
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
で
す
が
、

A
ra

で
は
所
属
す
る
集
中
英
語
コ
ー
ス
で
留

学
早
々
10
月
のStudent of the M

onth 
A

w
ard

に
選
ば
れ
、
こ
れ
が
自
信
と
な
り

積
極
的
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

先
生
だ
け
で
な
く
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
も
会

話
が
少
し
ず
つ
弾
む
よ
う
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
か
な
り
頼
ら
れ
て
い
る
か
な
、
と

感
じ
て
い
ま
す
。

◆
留
学
に
つ
い
て

　中
学
生
の
頃
か
ら
憧
れ
て
い
ま
し
た

が
、
高
校
の
修
学
旅
行
で
の
初
め
て
の
海

外
渡
航
が
大
き
な
き
っ
か
け
で
し
た
。
留

年
の
可
能
性
も
あ
る
1
年
留
学
で
す
が
、

英
語
力=

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
異
文
化
や
さ
ま
ざ
ま

な
価
値
観
に
触
れ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
輪
を
拡
げ
た
い
、
と
い
う
目
標
が
あ
り
、

母
親
、
友
人
、
高
校
時
代
の
塾
の
先
生
と

い
っ
た
方
々
に
背
中
を
押
さ
れ
決
断
し
ま

し
た
。
留
学
後
は
日
本
語
、
英
語
ど
ち
ら

で
も
自
分
の
言
葉
で
自
信
を
持
っ
て
意
見

を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
今
ま

で
挑
戦
し
た
こ
と
の
な
い
分
野
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

◆
英
語
の
準
備

　実
用
英
語
技
能
検
定
や
T
O
E
I
C
向

け
の
4
技
能
対
策
、
留
学
直
前
に
2
ヶ
月

間
通
っ
た
英
会
話
ス
ク
ー
ル
な
ど
。
今
回

の
留
学
で
I
E
L
T
S
※
取
得
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

◆
N
Z
で
の
生
活

　思
っ
て
い
た
ほ
ど
言
い
た
い
こ
と
が

さ
っ
と
言
え
な
い
、
聞
き
取
れ
な
い
と
い

う
壁
に
当
初
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
が
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
簡
単
な
会
話
を
交
わ

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、

バ
ス
が
定
刻
に
来
な
い
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

全
く
な
い
こ
と
な
ど
は
衝
撃
的
で
し
た
。

◆
留
学
を
考
え
て
い
る
方
へ

　少
し
で
も
留
学
に
興
味
が
あ
れ
ば
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
損
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
な
か
な
か
な
い
経
験
で
す
し
自
発
性

も
問
わ
れ
ま
す
が
、
伝
え
た
い
こ
と
が
う

ま
く
伝
わ
っ
た
時
や
成
長
が
実
感
で
き
た

時
の
感
動
は
か
な
り
の
も
の
で
す
。

　着
々
と
我
が
道
を
行
く
印
象
の
間
佐
古

さ
ん
。
将
来
が
楽
し
み
な
学
生
で
す
。

※
I
E
L
T
S
： 

イ
ギ
リ
ス
を
中
心
に
進
学
、

移
住
の
際
の
英
語
力
評
価
に
使
わ
れ
て
い
る
。

か
ん  
さ   

こ

法学科２年生の間佐古 楓さん

（左端）を紹介します。

かん  さ   こ

Student of the Month Award
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■ 2020年度　学部入試日程一覧
入試制度

出願期間
試験実施日 合格発表開始 終了

（最終日消印有効）窓口受付日
※1

一
般
入
試

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
利
用
入
試

Ａ日程
前期

12月23日(月)

1月18日(土) 1月20日(月) 1月23日(木)1月24日(金) 2月1日(土)

Ａ日程
後期 1月30日(木) 1月31日(金) 2月2日(日) 2月7日(金)

Ｂ日程 1月21日(火) 2月14日(金) 2月15日(土) 2月18日(火)2月19日(水) 2月23日(日)

Ｃ日程 2月12日(水) 2月28日(金) 2月29日(土)
3月2日(月)

3月4日(水) 3月8日(日)

前期 12月23日(月) 1月30日(木) ー 個別学力
検査は
実施

しません。

2月7日(金)

後期 2月12日(水) 2月28日(金) ー 3月8日(日)

 

入試制度
出願期間

試験実施日 合格発表開始 終了
（最終日消印有効） 窓口受付日

帰国生徒・
外国人生徒
試験 期

後 1月14日(火)

外国人
留学生
試験

期
後 1月14日(火)

AO入試 ３月 2月25日(火)

ファミリー
入試※2 ３月 2月25日(火)

1月27日(月) ー

1月27日(月)

3月6日(金)

3月6日(金)

ー

3月7日(土)

3月7日(土)

2月18日(火)

2月18日(火)

3月11日(水)

3月11日(水)

2月23日(日)

2月23日(日)

3月12日(木)

3月12日(木)

【お問い合せ先】帝塚山大学 入試課 
Tel 0742 -48 -8821（直通）　　nyushi@jimu.tezukayama-u.ac.jp※1 願書の窓口受付は奈良・東生駒キャンパス入試課でのみ受付けます。

（平日）9:00 ～ 17:00　（土曜日）9:00 ～ 13:00

※2 学校法人帝塚山学園が設置するいずれかの学校（幼・小・中・高・大・大学院と短大）の卒業生
もしくは在校生、在学生の 2 親等以内の親族（兄弟姉妹、子、孫など）を対象とした入試です。
詳しくは入試課までお問い合せください。

心理科学研究科 心理科学専攻（心理学専修・臨床心理学専修）

Tel

人文科学研究科 日本伝統文化専攻
〒631-8501　奈良市帝塚山7丁目1-1

 0742-48-8150［教学支援課（文学部）］

〒631-8585　奈良市学園南3丁目1-3
 0742-41-4720［教学支援課（心理学部）］

Tel  

お問い合せ先
■ 2020年度　大学院入試日程一覧

出願期間 1月24日(金)～1月31日(金)
締切日消印有効

博士前期課程・博士後期課程

選考日程 2月13日(木)※ 合格発表 2月20日(木)
※選考方法等については、右記までお問い合せください。
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02
04
06
08
10
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卒業生紹介
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13
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本学初！！トビタテ！留学JAPANに採用（詳細はP.2に掲載）
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